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は じ め に 
 
 

津山高専では，本校における教育や学習の充実・発展に寄与することを目的に，シラバ

ス（学習の手引き）を毎年改訂しながら発行しています。シラバスとは「開講される科目

のそれぞれについて事前に立てられた講義内容や開講期間中の進度などについての計画

（を記したもの）」（山田ほか 新明解国語辞典第六版）です。 
このシラバスには，学習目的や到達目標など各科目で身に付けるべき知識や能力が明記

されるとともに，それを達成させるための授業計画が詳細に記されています。履修や受講

の前，あるいは年度の途中であっても，シラバスの内容を熟読し確認することで，一年を

通して計画的に学習を進めることができるようになっています。また，シラバスには本校

の「理念・教育目標」や各科の「教育目標」（総合理工学科は「教育理念」と「学習教育目

標」），科目間の関連性を図示した「教育課程系統図」，「授業科目の流れ」も掲載していま

す。その科目を学習するにあたって基礎となる科目や関連する科目も挙げています。これ

らを結びつけることで，5 年間（専攻科を含めると 7 年間）にわたる教育課程の中での各科

目の位置づけと目的を理解することができます。 
津山高専では平成 28 年度に，「機械工学科」，「電気電子工学科」，「電子制御工学科」，「情

報工学科」の 4 学科体制から，「総合理工学科」の 1 学科体制に改組を行いました。それを

受け，専攻科は令和 3 年度入学者から新カリキュラムとなっています。そしてシラバスも，

平成 29 年度に全国の国立高専で共通の「Web シラバス」に移行してから，6 年目を迎えま

す。 
このような教育課程全体の改革を進めながら，シラバスの記述もそれを反映して毎年改

善されています。教職員ならびに学生にこのシラバスが十分に活用され，津山高専におい

て充実した学習教育活動が展開されることを願っています。 
 

２０２２年４月 
                                教務委員会 



総合理工学科 
 

教育理念（自律・創造・共生） 
 

  確かな基礎科学を基盤とした高い専門性を身につけると

ともに、分野横断的な融合力を備え、複雑・多様化する科学

技術に対して具体的な課題の探求と解決策を提示でき、かつ

人間や環境に対してグローバルな視点を有する人間性豊か

な人材を育成する。   

 
学習教育目標 
 科学的思考を身につけた実践的・創造的技術者の養成  

① 教養豊かな実践的人間力の養成 

② 確かな基礎科学の知識修得 

③ 基盤となる専門性の深化 

④ 分野横断的な融合力の育成 

⑤ グローバルな視点と社会性の養成 

⑥ 課題探求・解決能力の育成 

⑦ コミュニケーション力・プレゼンテーション力の育成 



シラバスの見方 
 

カリキュラム，学習・教育目標と各科目との関係 
カリキュラムは，学年の進行に沿って科目を履修・単位修得していけば一般科目と専門学科（専攻）

の学習目標（総合理工学科の学習教育目標）がそれぞれ達成できるように設計されています。このシラ

バス（冊子）の中では，一般科目と専門学科（専攻）のカリキュラムをそれぞれ教育課程表に示してい

ます。また，学習の順序・流れを学習分野ごとに教育課程系統図に示しています。これとは別に，技術

者教育プログラムの学習・教育到達目標と各学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流

れを示す表を示しています。これらの図表から，一貫した体系的な履修ができることや，一般科目ある

いは専門学科（専攻）の教育目標や技術者教育プログラムの学習・教育到達目標を達成するための授業

科目がカリキュラムにどのように配置されているかがわかります。 

 

授業計画書 
津山高専で開講される科目に関しては、Webシラバスにより個別の授業に関する内容を公開していま

す。そこで，ここではその掲載内容を説明します。 

Webページの上部にある「科目基礎情報」では，対象となるクラス，単位数，使用する教科書，担当

教員などが記されています。 

その次にある「到達目標」には，科目に設定された「学習目的」と「到達目標」が記されています。

この到達目標の達成については、その下にある「ルーブリック」に基づいて評価されます。 
「学科の到達目標項目との関係」の「教育方法等」では，授業科目の「学習の分野」，学問分野にお

ける位置付け「基礎となる学問分野」を示すとともに，科目に設定された「学習・教育目標」，「学習目

的」や「到達目標」，「履修上の注意」などが掲載されています。本校での学習を通じて達成すべき学習・

教育目標は，単一の科目の履修や修得では到底身に付けることはできませんが，個々の科目で期待され

ている学習成果をカリキュラム（教育課程）に沿って積み重ねていけば効率よく学習・教育目標を達成

することができます。このため、その科目の教育課程における位置や他の授業科目との関連が容易に把

握できるようその科目の学習の基礎となる科目「基礎科目」やその科目で得た学習成果が将来において

必要とされる科目「関連科目」が記載されています。関連する科目のシラバスを参照すれば，すでに理

解しておかなくてはならなかった学習内容や事項，発展的な自己学習のための学習内容や事項が確認で

きます。日々の学習活動のなかで理解不足を感じた時の復習や見直し，自己学習に活用してください。

なお，これらの科目群の関係は教育課程系統図にも示されています。 

「授業計画」では，学生・教員間での双方向の授業が成り立つように，週ごとに授業で取り扱う内容

や項目などの具体的な授業内容を示しています。「授業計画」を参照しながら，授業の進度とあわせて

予習や復習などの自己学習にも活用することができます。授業が進む中でわからなかった事項や質問事

項があれば，担当教員に遠慮なく尋ねてください。 
「評価割合」では，成績評価に関係する個別項目が占める割合を示しています。「学科の到達目標項

目との関係」の「教育方法等」の中にある「成績評価方法」と併せてよく確認をしてください。もし，

成績評価に関して不明なことがあれば，早めに担当教員に質問をしてください。 

次ページには，以前に津山高専で作成した様式について、各項目を説明したものです。Webシラバス

では掲載順序や場所が変更されていますが，基本的には同じ内容となっています。併せて参考にしてく

ださい。 



様式 A  科目名（担当教員） 

科目にかかわる情報 

科目の 
基本 
情報 

授業科目 
（欧文） 

カリキュラム上の科目名と 
その英語名 

単位 取得できる単位数 

一般・専門の別・ 
学習の分野 

「一般」は一般科目に属す

る科目，「専門」は専門科目

に属する科目の別 
教育課程系統図に示され

たその科目の学習の分野 

授業形態・学期 

科目の講義形態

（講義，演習，実験，

その他）と開講され

る学期（前期・後

期・通年） 

対象学生 
対象クラスや 
受講者の指定 

必修・履修・ 
履修選択・選択の別 

必修・履修・履修 
選択・選択の区別 

担当教員・所属 その授業を担当する教員の氏名と所属 

科目の 
学習・ 
教育内 
容にか 
かわる 
情報 

基礎となる学問分 その科目が属する学問分野で「分野/分科/細目」による分類 

学科学習目標との 
関連 

本科目により，修得される学科の学習目標 

技術者教育プログラ

ムとの関連 

科目に設定された本校の学習・教育到達目標の項目と，この科目によ

って得られるであろう知識・能力。この科目が関係する技術者教育プロ

グラム履修認定上の注意事項。 
授業の概要 科目，授業のねらいや概要など。 

学習目的 
期待される学習の成果や習得すべき知識や能力。具体的内容は次の到

達目標の欄に記載されています。 

到達目標 

１． この科目を履修し，学習目的を達成できた結果，どのような能

力・知識・技能を習得し，どのようなことができるようになるか

という具体的な到達目標を箇条書きに示しています。 

２． 到達目標は成績評価の基準になるものなので，合格基準に達し

ない学生は「不可」と判定されます。 

履修上の注意 
この科目を履修するにあたって，必要な予備知識や既に履修済みであ

ることが受講の条件（要件）となる科目名や履修上の条件など。 

履修のアドバイス 
科目履修上のアドバイスと，履修選択科目や選択科目の履修上の注意

事項。 

基礎科目 
この科目を学習するにあたって必要とされる科目名や学習項目。これ

らの科目との関連は教育課程系統図にも示されています。 

関連科目 
将来においてこの授業と関連して配置されている科目名。これらの科

目との関連は教育課程系統図にも示されています。 

 



様式 B  科目名（担当教員） 

授業にかかわる情報 
授業の方法 授業を進める方法や，学習指導の方法。 

授 
業

計 
画 

開講週 内容〔項目〕（指示事項） 

前 
期 

１週 
・ 
・ 
・ 

１５週 

１週から３０週（半期の科目では１５週）までの授業の流れに沿ったスケジュ

ールで，毎週の授業内容。課題や授業時間外の活動の指示・内容が示されていま

す。１週目には，教員から授業についてのガイダンスがあります。 

後 
期 

１６週 
・ 
・ 
・ 

３０週 

授業計画に従って授業が進行していきますので，授業の受講だけでなく各週の学

習内容について予習・復習をするように心掛け，成果の上がる学習への取り組みを

期待します。 

なお，科目によっては，実際に授業を開講する時点で，試験の実施時期を含め

てシラバス作成時の計画が修正される場合もありうるので注意をすること。 

教科書，教材等 
受講に必要な教科書，また副教材として参照した方が望ましいと思われる参考

書の著者と書名（出版社名）。その他，補助教材の入手方法など資料配布のルー

ルや参考になるホームページのアドレスなど。 

成績評価方法 

成績評価の対象となるもの（中間・期末試験，小テスト，演習，レポート，課

題など）と，それらが全体の成績評価に占める割合をそれぞれ個別に（ ）内に

百分率として記入されています。試験については試験のやり方（持込物品の有り

無しや持込物品名などを含む）や演習，レポート，宿題など成績評価の対象とな

る課題の提出ルールなども記載されています。 

受講上のアドバイス 受講学生への要望や期待事項・注意など授業を受講する上のアドバイス。 

 



 

ルーブリック 

 優 良 可 不可 

評価項目１ 

到達目標に対して達成するべき目安  

評価項目２ 

    

評価項目３ 

    

評価割合 

 
試験 発表 

相互 
評価 

自己 
評価 

課題 
小 

テスト 
合計 

総合評価割合        

基礎的能力        

専門的能力        

分野横断的能力        

 



 

 

 

 

 

 

 

 履修の手引き  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．はじめに 

 本校の専攻科には，次の３つの目的があります。 

 第１は高専の本科における学習をふまえて，さらに知識を広め深めることです。したがって講

義の内容はより高度なものになります。特に，出身学科で不足していた分野については，自習に

より補う必要があります。 

 第２は研究開発能力を高めることです。そのために特別研究の時間を多く取っています。しか

し授業時間にこだわることなく，時間割で設定された以外の時間も使い，指導教員のアドバイス

を受けながら，自主的に研究を進めてください。研究の内容が学会や研究会等で発表できる程度

のレベルであること，ならびに研究の成果を学外で発表することが必要です。 

 第３は学士の学位を取得することです。このためには，必要とする単位を取得した上で，大学

評価・学位授与機構に学修成果を提出し，合格する必要があります。 

 皆さんはこれらのことを理解し，自らの目標を定め，自主的・自発的な勉学によって目標を達

成されることを期待します。 

 

２．修了要件 

 専攻科を修了するためには，次の単位を取得することが必要です。 
 
 

科目区分 
 

一般 
専    門  

 
合 計 

 

共通 専 攻 

選択 選択 選択 必修 

開設単位数 １２ ２６ ２４ ２０ ８２ 

修得単位数 ６以上 １６以上 ２０以上 ２０ ６２以上 
    

 

 なお，他専攻専攻科目の選択科目のうちで，６単位までは当該専攻科目の選択科目として取得

を認められます。 

 また，諸君は入学時に本校専攻科を修了するとともに本校が定める技術者教育プログラムを履

修することを約束しました。このためには，本シラバスまたは「学生生活ガイドブック」に記載

されている「技術者教育プログラムの修了要件」を満たすことが必要です。表３の「学習教育目

標とその評価方法」に従って，履修科目を組み立てなくてはなりません。 
JABEE認定技術者教育プログラムを修了するためには，専攻科の修了に加えて表３を満たすと

ともに学士の学位を取得する必要があります。 
 

３．学位（学士）の取得 

 学位は「大学評価・学位授与機構」から授与されます。 

 大学評価・学位授与機構が認定した専攻科の修了者に対する学位授与の要件は次の通りです。 

①高等専門学校卒業者 

②大学評価・学位授与機構の認定する高専専攻科における単位の取得 

・２年以上にわたり６２単位以上を取得 

・専門の科目を体系的に履修すること 

（専門の科目を体系的に履修できるようにカリキュラムを構成しています） 

③大学評価・学位授与機構の行う学修成果の審査に合格すること 

  なお，学位授与要件の詳細や，申請に必要な事項については，専攻科運営委員会の教員に問い

合わせてください。 

 学士を取得するとJABEE認定の技術者教育プログラムを修了したことになります。 

 



４．履修方法ならびに手続き 

 本校の技術者教育プログラムは平成１５年度に日本技術者教育認定機構（JABEE : Japan Accr
editation Board for Engineering Education）の認定を受け，平成２０年度には継続審査に合格しま

した。従前にも増した学習への取り組みを期待します。 

 また，平成２１年度から美作大学との包括連携協定に基づき，単位互換制度が始まりました。

美作大学の指定された講義を受講し，その授業の単位が認定される制度です。幅広い知識を身に

付けるため，積極的に活用してください。 

（１）履修計画 

 専攻科修了要件，学位授与要件等を考慮に入れて選択科目の履修計画を立ててください。 

 本校専攻科のカリキュラムは厳選されたものですから，選択科目はすべて履修することが望ま

れます。また,JABEE認定プログラムを終えるためには予め綿密な履修計画を立てておくことを強

く勧めます。 

 他専攻の選択科目は６単位まで単位取得が認められますが，時間割表で同一時間に開講される

科目の両方は履修できません。また，学位の審査は専門分野ごとに行われ，その分野の取得単位

数が指定されていますので，このことにも注意してください。なお，他専攻の科目の履修には，

その科目の担当教員の承認が必要ですから，あらかじめ担当教員に相談してください。 

（２）単位の認定 

 定期試験の結果と出席状況等を含む平素の学習状況とを総合して成績の評価が行われ，６０点

以上の場合に単位が与えられます。欠課時数が１/３以上になると履修を認められなくなりますの

で，出席を心掛けてください。進路活動，学外発表，インフルエンザ等による場合には，公認欠

課が認められます。また，一旦履修を始めると特別な理由のない限り，履修を途中で放棄するこ

とがないように注意してください。 

 なお，病気等で試験を受けられなかったときは追試験が可能ですので，教科担当教員の指示を

求め，所定の手続きをしてください。 

 成績不良の場合の再試験を行うかどうかは，教科担当教員の判断によります。 

（３）再履修 

 所定の学期に単位の取得ができなかった場合，次年度に再履修が可能ですが，教科担当教員の

承認が必要です。 

（４）手続き 

 次の場合は指定の様式による手続きが必要です。それぞれに期限があり，今年度は４月１６日

（木）までに提出されなければ承認されません。 

 ・選択科目の履修届 

 ・追試験受験願 

 ・再履修願 

 ・他専攻の科目履修願 

（５）特別な科目 

 次の科目は通常の授業形態とは異なります。内容を良く理解して，間違いないような対応をし

てください。 

 ・特別研究（次項の５．参照） 

 ・先端技術特別講義 

 定期的に実施する授業ではありません。専攻科が指定する講演会・研修会等へ参加して，

指定された課題や報告書の作成，関連講義の受講，集団討議などを行います。このような小

課題に２年間で４つ以上取り組み，受講確認票を提出し,各担当教員から合格点をもらえば，

単位が認められます。電子メールおよび専攻科Webページで連絡しますので，間違いないよ

うに受講してください。 

 ・情報処理基礎演習と情報処理応用演習 

 この２つの科目は並行して開講されるため，どちらか一方しか受講できません。 

（６）学習等目標記録簿の作成 

学習等目標記録簿で半期ごとに自分の目標およびその達成度を確認し，特別研究指導教員の

確認を受けてください。 



５．特別研究Ⅰ,Ⅱ 

 専攻科は研究能力を高めることも大きな目標の一つです。そのため，特別研究に多くの時間を

割き，力を入れています。学生諸君もそのことを理解して努力してください。 

 特別研究を充実させるために行っている事項は，次の通りです。 

（１）全期間にわたり特別研究を週に１２時間とっています。さらに，時間割の空き時間は全て

特別研究の時間としています。 

 「研究実施記録簿」は座学における出席簿(専攻科HPに様式掲示)に代わる重要な書類です。最

低１ヶ月に毎に更新することを望みます。また記録簿は，研究成果等を纏める際に，役立つよう

な内容にして電子ファイルで保管してください。 

（２）主として特別研究に役立たせるため，学生一人一人に１台のパソコン端末を用意します。

なお，連絡事項等はメールで行いますので，十分に活用してください。 

（３）研究成果は，外部発表することを原則とします。 

（４）外部での発表や勉強・研究するための旅費助成を行います。助成が必要な場合は，特別研

究担当教員および専攻科長の承認を得た上で「旅費助成願」を学生生活係に提出してください。

なお，２年間で30,000円が助成の限度額です。 

（５）次のような研究発表会を行います。 

・テーマ発表会（１年次の６月） 

・中間発表会（２年次の４月，中四国専攻科生研究交流会での発表でこれに代えます） 

・特別研究発表会（２年次の２月） 

（６）地域の企業で組織されている「津山高専技術交流プラザ」に協力してもらい，視野を広げ

るため，次のことを特別研究の一環として行います。これらには必ず参加するように心掛けてく

ださい。 

・校外実習 

 １年次の長期休業を利用して，主として地域の企業に実習に出向きます。その成果は報

告書として提出するとともに報告会で報告します。長期インターンシップを履修した学生

は，校外実習を免除されます。 

・ボランティアレクチャー 

 地域企業の経営者や技術者に本校で現場の技術や経営等について講義してもらいます

（後期に予定しています）。 

（７）特別研究を合格するためには，２年次の10月に「大学評価・学位授与機構」学位を申請し，

学修総まとめ科目（特別研究Ⅱ）の計画書と成果の要旨を提出することが必要です。 

（８）教育課程表および履修規定は「学生生活ガイドブック」を参照してください。 

 

７．専攻科ホームページで公開している情報 

 次の情報は専攻科ホームページで公開しています。その他の専攻科関連情報も随時公開します

ので，時々アクセスしてください。 

  URL  http://www.center.tsuyama-ct.ac/jp/homepage/senkou/ 
 講義概要（シラバス），時間割，技術者教育プログラムの説明，主な行事予定，各種発表会の

日程等，研究実施記録簿等の様式，進路関係，学位授与機構の情報等 



○津山工業高等専門学校専攻科の授業科目の

履修等に関する規程

平成９年４月１日

規 程 第 ２ 号

改正 平成10年12月15日規程第６号 平成13年３月30日規程第14号

平成14年９月24日規程第６号 平成15年１月28日規程第２号

平成16年３月19日規程第12号 平成23年５月25日規程第10号

平成28年３月18日規程第21号

（趣旨）

第１条 津山工業高等専門学校専攻科における授業科目の履修，試験，学業成績の評

価及び修了の認定等については，本校学則に規定するもののほか，この規程の定め

るところによる。

（授業）

第２条 １単位時間は，標準50分とする。ただし，２単位時間連続の授業の場合は，

２単位時間を標準90分とする。

２ 授業は，講義，演習及び実験のいずれか，又はこれらの併用により行うものとす

る。

３ 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を45時間の学業を必要とする内容をも

って構成することを標準とし，授業の方法に応じ当該授業による教育効果，授業時

間外に必要な学修等を考慮して，次の各号の基準により単位数を計算するものとす

る。

（１）講義については，15時間の授業をもって１単位とする。

（２）演習については，30時間の授業をもって１単位とする。

（３）実験については，45時間の授業をもって１単位とする。

（履修方法）

第３条 専攻科の学生は，開設する授業科目のうち選択科目の履修にあたっては，年

度当初に受講科目履修届（別紙第１号様式）を所定の期日までに提出しなければな

らない。

（試験）

第４条 試験は，定期試験，追試験及び再試験とする。

２ 定期試験は，各学期末に実施する。なお，平素の成績によって評価しうる授業科

目については，試験の全部又は一部を行わないことができる。

３ 定期試験に際し不正行為を行った者は，その学期の定期試験の全科目を０点とす

る。

第５条 追試験は，病気その他やむを得ない事由により定期試験を受験できなかった

者のうち，追試験受験願（別紙第２号様式）を所定の期日までに提出し，その許可



を得た者に対し実施するものとする。

第６条 再試験は，成績が不良の者について行うことができる。

（成績の評価及び評定）

第７条 授業科目の成績評価は，定期試験の成績及び平素の学業状況等を総合して行

うものとする。

第８条 成績の評価は，100点法により評価し，次の区分によって優，良，可，不可

と評定する。

評価区分 100～80 79～70 69～60 59～0

評 定 優 良 可 不可

判 定 合 格 不合格

２ 特別研究は，合格又は不合格で評定する。

（再履修）

第９条 不合格科目は，再履修願（別紙第３号様式）を提出させ，次年度再履修させ

ることができる。

（専攻科の修了要件）

第１０条 専攻科の修了に必要な単位数は，62単位以上（一般科目６単位以上，共通

科目16単位以上，専攻科目40単位以上）とし，専攻科修了認定会議に諮り校長が修

了を認定する。ただし，必修科目については，すべて履修し単位を取得しなければ

ならない。

２ 専門基礎科目は，当該専攻の学習を補完する目的の科目であり，希望により履修

することができる。ただし，専攻科の修了に必要な単位数とはしない。

（他専攻の授業科目の履修）

第１１条 他の専攻で開講されている選択科目の履修を希望する学生は，あらかじめ

担当教員の許可を得た上で履修願（別紙第４号様式）を提出しなければならない。

これにより修得した単位は６単位を限度として当該専攻における単位として認定す

ることができる。

（他の教育施設で履修した単位の認定）

第１２条 大学及び他の教育施設で修得した単位は，20単位を超えない範囲で専攻科

における授業科目の履修と見なし，当該専攻における単位として認定することがで

きる。

（長期履修学生）

第１３条 長期履修学生の年間履修可能単位数は，原則として修了要件単位数を認定

された修業年限で除した数の２分の３を上限とする。

２ 長期履修学生又は学則第32条第１項の修業年限在学することが予定される学生が，

修業年限の変更を希望する場合は，所定の期日までに, 修業年限変更願（別紙第５

号様式）を提出しなければならない。



（社会人コース）

第１４条 企業勤務者等で特別の理由がある場合は，専攻科運営委員会の承認を得て

個別に特別な履修方法を認めることができる。（以下「社会人コース」という。）

２ 社会人コースの入学を認められた者の履修方法は，当該専攻の担当教員に事前に

相談して個別に決定できるものとする。

（その他）

第１５条 この規程の実施に必要な事項は別に定める。

附 則

この規程は，平成９年４月１日から施行する。

附 則（平成10年12月15日規程第６号）

この規程は, 平成10年12月15日から施行する。

附 則（平成13年３月30日規程第14号）

この規程は，平成13年４月１日から施行する。

附 則（平成14年９月24日規程第６号）

この規程は，平成14年９月24日から施行する。

附 則（平成15年１月28日規程第２号）

この規程は，平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成16年３月19日規程第12号）

この規程は，平成16年４月１日から施行する。

附 則（平成23年５月25日規程第10号）

この規程は，平成23年５月25日から施行し，平成22年４月１日から適用する。

附 則（平成28年３月18日規程第21号）

この規程は，平成28年４月１日から施行する。



別紙第１号様式（第３条関係）

平成 年度受講科目履修届

工学専攻 学籍番号 氏名

区 開 設
授 業 科 目 単 位 数 担 当 教 員 備 考

前 期 後 期
分

選

択

科

目

（注意）１ 開設欄は該当欄に○印を記入すること。

２ この届けは，４月 日（ ）までに教務係に提出すること。



別紙第２号様式（第５条関係）

追 試 験 受 験 票

平成 年 月 日

津山工業高等専門学校長 殿

工学専攻 学籍番号

氏 名

下記の理由により，(前期 後期)試験を欠席したので追試験をご許可願い

ます。

記

理由（詳細に）

受 験 科 目 担 当 教 員 承認印 備 考

（注意）１ 病気の場合は，医師の診断書を添付すること。

２ この願いは，平成 年 月 日（ ）までに担当教員の承認を経て

教務係に提出すること。



別紙第３号様式（第９条関係）

再 履 修 願

平成 年 月 日

津山工業高等専門学校長 殿

工学専攻 学籍番号

氏 名

下記の科目について，再履修をご許可願います。

記

履 修 科 目 担 当 教 員 承認印 備 考

（注意）１ この願いは，平成 年 月 日（ ）までに担当教員の承認を経て

教務係に提出すること。



別紙第４号様式（第１１条関係）

他の専攻科の授業科目履修願

平成 年 月 日

津山工業高等専門学校長 殿

工学専攻 学籍番号

氏 名

下記の科目について，再履修をご許可願います。

記

履 修 科 目 担 当 教 員 承認印 備 考

（注意）１ この願いは，平成 年 月 日（ ）までに担当教員の承認を経て

教務係に提出すること。



別紙第５号様式（第１３条関係）

修業年限変更願

平成 年 月 日

津山工業高等専門学校長 殿

工学専攻 学籍番号

氏 名

下記により，修業年限の変更を承認願います。

記

修業年限の希望変更期間 現 在 年 変 更 年

修業年限の変更を希望する理由

履修計画変更新旧対照表

別紙のとおり

（注意） この願いは，１月末までに教務係に提出すること。



 

 

 

 

 

 

 

 技術者教育プログラム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



技術者教育プログラム 

 

 本校では，日本技術者教育認定機構（Japan Accreditation Board for Engineering Education, JABEE）

の基準に対応した技術者教育プログラムとして，主に本科 4 年次から専攻科 2 年次までの教育課

程の学習・教育に関して，専攻科の専攻に対応した「機械・制御システム工学」および「電子・

情報システム工学」教育プログラムを設定し，社会の要求水準を満たした教育を行っています。 

JABEE より認定された技術者教育プログラムを実践することにより、次のような技術者の育成

を目指します。 

 養成すべき技術者像: 

高度な専門知識と研究開発能力を身につけた創造的で実践的な技術者 

 

１．プログラム履修者 

本校の技術者教育プログラムは，主に本科 4 年次から専攻科 2 年次までの 4 年間の課程と

しています。そして専攻科に入学した学生を「機械・制御システム工学」または「電子・情

報システム工学」教育プログラムの履修者とします。入学試験を経て一定水準以上の知識と

能力を有していることから，入学者全員が教育プログラムの履修者となります。また専攻科

入学試験における面接の際に教育プログラムを修める意志を確認します。 

本科を卒業後に大学への編入学を目指している学生は，編入先の大学での技術者教育プロ

グラムの履修者となる可能性が大きくなります。また卒業後に就職を希望する学生は社会人

を経て専攻科や大学へ入学または編入学して技術者教育プログラムの履修者となる可能性が

あります。これらのことから，本科 4・5 年次の学生は将来における JABEE 対応の教育プロ

グラムの履修対象者であり，専攻科進学予定者を含めて学習・教育は同一に行っています。 

 

２．学習・教育到達目標とカリキュラムの構成 

本校の「理念・教育目標」のもとに「機械・制御システム工学」及び「電子・情報システ

ム工学」教育プログラムでは，以下に示す具体的な学習・教育到達目標を掲げています。 

（Ａ）技術に関する基礎知識の深化および情報技術の習得とそれらを応用することができる 

（Ｂ）専攻分野に関連する知識理解を深化させ，それらを応用することができる 

（Ｃ）自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる 

（Ｄ）課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を身に

付けそれらを発揮することができる 

（Ｅ）技術者倫理を理解することができる 

（Ｆ）地球的視点から多面的に物事を考えることができ，地域との連携による総合能力の展

開ができる 

 

カリキュラムは教育プログラム修了時に学習・教育到達目標が達成できるように構築され

ています。個々の学習・教育到達目標の達成と主として係わる本科 4 年次から専攻科 2 年次



までの科目については，専攻科担当の教員に問い合わせてください。 

 

３．教育プログラムの履修 

プログラム履修者は，「機械・制御システム工学」または「電子・情報システム工学」教

育プログラムの修了要件を理解して，履修を進める必要があります。 

各科目の単位認定は，教育プログラムの学習・教育到達目標を十分に考慮して準備された

シラバスの「到達目標」への到達度を「成績評価方法」に基づいて評価することで判定され

ます。教育プログラムの単位認定の目安は 60 点とします。他の教育機関(高専)での修得単位

については，以下の結果をもとに専攻科運営委員会で認定の判定を行います。 

専攻科入学以前の修得単位のうち，60 点以上で合格の科目は原則的には教育プログラムの

単位として認める方針です。 

専攻科入学以前の学習で，学習・教育到達目標（Ａ）～（Ｆ）の達成に問題があると専攻

科運営委員会が判断した場合は，学習・教育到達目標ごとに総合基礎試験を課して確認しま

す。 

 

４．教育プログラムの修了要件 

「機械・制御システム工学」又は「電子・情報システム工学」教育プログラムの修了者と

なるには，以下に掲げる要件をすべて満たす必要があります。 

（１）専攻科修了者 

（２）学位(学士)取得者 

（３）学習・教育到達目標を総合的に達成していること。そのために，本科及び専攻科の科

目について，それぞれ以下の条件を満たすと共に，表２「学習・教育到達目標と評価方

法および評価基準」に従って評価し，合格すること。 

① 本科の科目： 

主体的に本校の学習・教育到達目標（Ａ）～（Ｆ）に関連する科目（表２，◎

印）から必要単位数以上修得すること，又は学習・教育到達目標ごとの総合基礎

試験に合格すること。 

② 専攻科の科目： 

「機械・制御システム工学」または「電子・情報システム工学」教育プログラ

ムでは，主体的に本校の学習・教育到達目標（Ａ）～（Ｆ）に関連する科目（表

２，◎印）から必要単位数以上修得すること。 

 

５．学習・教育到達目標の詳細な内容 

【機械・制御システム工学プログラム】 

（Ａ）技術に関する基礎知識の深化および情報技術の習得とそれらを応用することができる 

A-1.  数学、物理を中心とした自然科学及び情報技術の幅広い分野の知識を修得し，こ

れらの知識を組み合わせることも含めて応用することができる。 



A-2.  実験・実習や演習をとおして，技術に関する基礎知識の理解を深めるとともに，

自主的，継続的に学習する能力を修得する。 

 

（Ｂ）専攻分野に関連する知識理解を深化させ，それらを応用することができる 

「材料と構造」，「運動と振動」，「エネルギーと流れ」，「情報と計測・制御」，

「設計と生産・管理」，「機械とシステム」に関する専門技術分野および化学・バイオ

の技術分野の知識を修得し，説明することができる。 

 

（Ｃ）自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる 

C-1.  自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる能力を修得する。 

C-2.  課題解決のために他者と共通認識を形成しながら，チームで仕事をするための能

力を修得する。 

 

（Ｄ）課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を身に

付けそれらを発揮することができる 

D-1.  ハードウェア・ソフトウェアを利用した適切な方法を用いて，要求された機械・

制御システムを制約の下で，種々の科学，技術及び情報を活用して社会の要求を

解決するためのデザイン能力を修得する。 

D-2.  自主的，継続的な学習を通じて，学内外で得た専門知識等を応用して的確に問題

を把握し，チーム内での討議などのコミュニケーションを経て見出した解決策に

より問題を解決し，その一連について論理的に記述でき，また，口頭による発表

ができる能力を修得する。 

 

（Ｅ）技術者倫理を理解することができる 

世界的視点から，一定の組織により生み出された技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果，及び技術者の社会に対する貢献と責任に関して理解し，行動していく能力を養う。 

 

（Ｆ）地球的視点から多面的に物事を考えることができ，地域との連携による総合能力の展

開ができる 

地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養を養い，種々の科学、技術及び

情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力を修得する。 

 

【電子・情報システム工学プログラム】 

（Ａ）技術に関する基礎知識の深化および情報技術の習得とそれらを応用することができる 

A-1.  数学、物理を中心とした自然科学及び情報技術の幅広い分野の知識を修得し，こ

れらの知識を組み合わせることも含めて応用することができる。 

A-2.  実験・実習や演習をとおして，技術に関する基礎知識の理解を深めるとともに，

自主的，継続的に学習する能力を修得する。 



 

（Ｂ）専攻分野に関連する知識理解を深化させ，それらを応用することができる 

「電気・電子」，「情報・制御」に関する専門技術分野の知識を修得し，説明できる。 

 

（Ｃ）自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる 

C-1.  自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる能力を修得する。 

C-2.  課題解決のために他者と共通認識を形成しながら，チームで仕事をするための能

力を修得する。 

 

（Ｄ）課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を身に

付けそれらを発揮することができる 

D-1.  ハードウェア・ソフトウェアを利用した適切な方法を用いて，要求された機械・

制御システムを制約の下で，種々の科学，技術及び情報を活用して社会の要求を

解決するためのデザイン能力を修得する。 

D-2.  自主的，継続的な学習を通じて，学内外で得た専門知識等を応用して的確に問題

を把握し，チーム内での討議などのコミュニケーションを経て見出した解決策に

より問題を解決し，その一連について論理的に記述でき，また，口頭による発表

ができる能力を修得する。 

 

（Ｅ）技術者倫理を理解することができる 

世界的視点から，一定の組織により生み出された技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果，及び技術者の社会に対する貢献と責任に関して理解し，行動していく能力を養う。 

 

（Ｆ）地球的視点から多面的に物事を考えることができ，地域との連携による総合能力の展

開ができる 

地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養を養い，種々の科学、技術及び

情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力を修得する。 



 

 

表１ 学習・教育到達目標と基準 1(2)の(a)～(i)との対応 

（機械・制御システム工学専攻・本科平成２８年度以降／専攻科令和３年度以降入学者用） 
 

       基準１の（２）の 
               知識・能

力 
学習・教育到達目標 

 
 

(a) 

 
 

(b) 

 
 

(c) 

 
 

(d) 

 
 

(e) 

 
 

(f) 

 
 

(g) 

 
 

(h) 

 
 

(i) 

(A)   ◎ ◎   ○   

(B)    ◎      

(C)       ◎  ◎ 

(D)    ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

(E) ○ ◎       ○ 

(F) ◎ ○   ◎   ○ ○ 

                            
１．学習・教育到達目標と基準 1(2)の(a)～(i) 
 
学習・教育到達目標 

(A) 技術に関する基礎知識の深化および情報技術の習得とそれらを応用することができる 
(B) 専攻分野に関連する知識理解を深化させ，それらを応用することができる 
(C) 自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる 
(D) 課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を身に付け

それらを発揮することができる 
(E) 技術者倫理を理解することができる 
(F) 地球的視点から多面的に物事を考えることができ，地域との連携による総合能力の展開が

できる 
 
基準 1(2)の(a)～(i) 

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養 
(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対する貢献と責任に関する理

解 
(c) 数学、自然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応用する能力 
(d) 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力 
(e) 種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力 
(f) 論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力 
(g) 自主的，継続的に学習する能力 
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力 
(i) チームで仕事をするための能力 
 

 
２．対応の趣旨 
 
２－１ (a)「地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養」への対応 

 この項目は，主に「(F) 地球的視点から多面的に物事を考えることができ、地域との連携に
よる総合能力の展開ができる」で対応し，付随的に「(E) 技術者倫理を理解することができる」
で対応する。(F) は語学科目，教養科目によって多様な歴史観・文化・習慣などの違いを理解
することが趣旨であり深く関連する。また，技術が社会に及ぼす影響を理解した上で適切に行
動することが必要と考え (E)とも関連させる。 

  
２－２ (b)「技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，及び技術者が社会に対する貢献と責任に関
する理解」への対応 



 

 

 この項目は，主に「 (E) 技術者倫理を理解することができる」でそのまま対応するが，付随
的に (F)を対応させる。技術と自然や社会との係わり合いと技術者の社会的な責任を理解する
ことは (E)によって養える。さらに技術者として責任ある判断と行動をするには，広い視野と
教養をもつことが必要である。加えて校外実習などによって実践的な倫理について理解を深め
ることも重要であり(F)とも関連させる。 

 
２－３ (c)「数学，自然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応用する能力」への対応 

 数学，自然科学に関する知識とそれらを応用できる能力は，主に「(A) 技術に関する基礎知
識の深化および情報技術の習得とそれらを応用することができる」対応する。「プログラムが
目指す技術者像に向けて学生が成長するために必要な基礎的知識・能力」についても(A)で対応
する。(A)には数学，自然科学に関する科目およびそれらの応用能力を養う専門科目が豊富にあ
り，また，情報技術に関する科目も豊富に配置されている。  

 
２－４ (d)「当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力（分野別要件）」
への対応 

 必要とされる専門的知識は「(A) 技術に関する基礎知識の深化および情報技術の習得とそれ
らを応用することができる」に属する専門科目で養うことができる。設計・解析・考察に関す
る能力は，「(D) 課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能
力を身に付けそれらを発揮できる」で養う。 
 「機械工学の基盤分野（例えば，材料と構造，運動と振動，エネルギーと流れ，情報と計測・
制御，設計と生産・管理）に関する基礎知識とそれを問題解決に用いる能力」については「(B) 
専攻分野に関連する知識理解を深化させ，それらを応用することができる」および「(D) 課題
解決能力・研究能力を育成とコミュニケーション能力，プレゼンテーション能力の育成」で養
う。とくに，特別実験においてデザインプロジェクトを導入して(D)と対応しているところが電
子・情報システム工学専攻と異なる。 

 
２－５(e)「種々の科学，技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力」へ
の対応 

 この項目は，主に「(D) 課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテー
ション能力を身に付けそれらを発揮することが」と「(F) 地球的視点から多面的に物事を考え
ることができ，地域との連携による総合能力の展開ができる」で対応する。(D)によって，エン
ジニアリングデザインにおける重要な能力を養う。 

 
２－６(f)「論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力」への対応 
 この項目は、主に「(D) 課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーシ
ョン能力を身に付けそれらを発揮できる」で対応する。 
 
２－７ (g)「自主的，継続的に学習する能力」への対応 
 この項目は，主に「(C) 自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる」および
「(D) 課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を身に付け
それらを発揮できる」で対応し，付随的に「(A) 技術に関する基礎知識の深化および情報技術の
習得とそれらを応用することができる」で対応する。(g)は研究遂行のために必要な能力であり(D)
と深く関連する。また，研究能力の基盤になるのが，技術に関する基礎知識やそれらを利用して
問題を解決する能力であるので付随的に(A)が関連する。 
 
２－８ (h)「与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力」への対応 

 この項目は，主に「(D) 課題解決能力，研究能力，コミュニケーション能力，プレゼンテー
ション能力を身に付けそれらを発揮できる」で対応し，付随的に「(F) 地球的視点から多面的
に物事を考えることができ，地域との連携による総合能力の展開ができる」で対応する。課題
について計画的に考え，レポートにまとめる能力は，機械・制御システム特別実験を履修する
と必ず身につく能力である。加えて(F)に属する校外実習においても養える能力である。 

 
２－９ (i)「チームで仕事をするための能力」への対応 

 主に「(C) 自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる」で対応し，付随的
に(D)，(E) ，(F)で対応する。(C) に属する特別実験では，グループによる組織的な取り組みを
課し，自己のなすべき行動と他者がなすべき行動を判断させている。実験を遂行するためには



 

 

他者との協働による組織的な取り組みは重要である。さらに，(E) に属する科目の内，JABEE
基準(i)を実践するように，グループによる組織的な取り組みを課し，評価する科目（工学倫理）
があり，関連の深い科目であるので付随的に(E) と関連させる。JABEE 基準(i)で示される「他
分野の人を含む他者と協働する」とは，学科や学校の枠を越えた他分野の人とのコラボレーシ
ョンが望まれるので，学外の人と連携することを課す(F)との関連は重要であると考えて付随的
に関連させる。研究活動は少なくとも指導教員との共同研究であり，必然的にチームができる
はずであり，したがって付随的に（D）が対応する．指導教員が他の研究機関と共同研究して
おり，それに当該学生が参加していれば，チームで仕事をする能力はさらに磨かれる。 



 

 

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

評価方法（A-1)
数学、物理を中心とした自然科学及び情報技術の幅広い分野の知識を修得し，これらの知識を組み合わせることも含めて応用することができるために，各
シラバスに記載した評価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）から必要単位数以上修得することで評価する．
（専攻科）
(1) 「情報処理基礎演習Ⅰ」または「情報処理応用演習Ⅰ」（各1単位）から1単位，「情報処理基礎演習Ⅱ」または「情報処理応用演習Ⅱ」（各1単位）から1単
位を修得する．

（機械系学科，先進科学系等）
(2) 小項目（A-1)の科目のうち，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を履修・修得する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（A-1)
（専攻科）
線形代数学◎，情報科学◎，実験法の科学◎，情報処理基礎演習Ⅰ・Ⅱ◎，情報処理応用演習Ⅰ・Ⅱ◎，工業数理◎，科学探究◎，先端技術特別講義
◎，工学総論Ⅰ・Ⅱ◎，生命工学◎，環境科学特論○，長期インターンシップ○，地域連携演習○，国際コミュニケーション演習○
（機械系学科）
応用数学Ⅰ◎，応用数学Ⅱ◎，応用化学◎，応用生物◎，環境科学◎，物性物理◎，自系以外の3系融合科目（先進科学◎，電気電子システム◎，情報
システム◎）
（先進科学系等）
応用数学Ⅰ◎，応用数学Ⅱ◎，応用化学◎，応用生物◎，環境科学◎，物性物理◎，数理科学◎，有機科学Ⅰ◎，現代数学◎，複素解析◎，発生生物学
◎，自系以外の3系融合科目（情報システム◎）

評価方法（A-2)
実験・実習や演習をとおして，技術に関する基礎知識の理解を深めるとともに，自主的，継続的に学習する能力の修得のために，各シラバスに記載した評
価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）から必要単位数以上修得することで評価する．
（専攻科）
(1) 関連した技能や手法を修得し，説明できるために各種実験課題について実験し，実験結果をレポートにして提出させ評価する．
（機械系学科）
(2) 小項目（A-2)の機械系学科の科目「全系横断演習Ⅱ」（4単位）をシラバスの評価方法に従って修得する．
(3) 関連した技能や手法を修得し，説明できるために各種課題について演習し，結果をレポートにして提出させ評価する．
（先進科学系等）
(4) 小項目（A-2)の先進科学系等の学科の科目「全系横断演習Ⅱ」（4単位）をシラバスの評価方法に従って修得する．
(5) 関連した技能や手法を修得し，説明できるために各種課題について演習し，結果をレポートにして提出させ評価する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（A-2)
（専攻科）
機械・制御システム特別実験○，実験法の科学○，機械・制御システム特別研究Ⅰ・Ⅱ○
（機械系学科）
卒業研究○，機械システム工学実験○，全系横断演習Ⅱ◎
（先進科学系等）
卒業研究○，物理学実験○，化学実験○，生物学実験○，全系横断演習Ⅱ◎

A-1
A-2

(c)
(d)
(g)

◎
◎
○

総合基礎試験
本科の成績不良者，転系，他高専からの専攻科入学者などのうち(A)の単位数が不足する者に対して，(A)に関する総合的試験を行い，学習・教育到達目
標の達成度を評価する．60点以上を合格とする．
各学習・教育到達目標に関連する本科の科目より問題を作成し，試験あるいは課題レポート（課題レポートの場合は口頭試問を行う）を実施する．その結
果，各学習・教育到達目標に対応する成績がそれぞれ60点以上あるかどうかで評価する．

評価方法（B-1)
「材料と構造」，「運動と振動」，「エネルギーと流れ」，「情報と計測・制御」，「設計と生産・管理」，「機械とシステム」に関する専門技術分野および化学・バイ
オの技術分野の知識を修得し，説明できるために，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）から必要単位数以上修得することで
評価する．
（専攻科）
(1) 小項目(B-1)の専攻科の主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を，シラバスに記載した評価方法に従って修得する．
(2) 「実践英語Ⅰ」または「実践英語Ⅱ」（各2単位）から2単位を修得する．
(3) 別表-１「他専攻の選択科目を修得した場合の学習・教育到達目標の対応（B-1）に示す電子・情報システム工学専攻のB-1の科目を各シラバスに記載
した評価方法により修得した場合は，その内の2単位までを上記単位の中に含めることができる．
（機械系学科）
(4) 小項目（B-1)の機械系学科の科目のうち，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を履修あるいは修得する．
（先進科学系等）
(5) 小項目（B-1)の先進科学系等の学科の科目のうち，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を履修あるいは修得する．

(6) 達成度は専攻科の科目で保証できるため総合基礎試験を免除する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（B-1)
（専攻科）
ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学◎，応用設計工学◎，応用創造工学◎，制御機器特論◎，ｼｽﾃﾑ制御工学◎，生産管理工学◎，流体力学◎，機能性材料学◎，材料
強度学◎，振動工学◎，応用制御工学◎，計算力学◎，電気ｴﾈﾙｷﾞｰ工学◎，技術英語講読◎，実践英語Ⅰ・Ⅱ◎，先端技術特別講義○
(機械系学科）
材料力学Ⅱ◎，熱力学◎，流体工学◎，制御工学◎，機械設計法Ⅱ◎，機械力学◎，伝熱工学◎，英語Ⅳ◎，英語Ⅴ◎
（先進科学系等）
自系以外の3系融合科目（機械システム◎，電気電子システム◎），剛体の力学◎，電磁気学◎，光エレクトロニクス◎，英語Ⅳ◎，英語Ⅴ◎

評価方法(C-1)
自主的・継続的に実験を遂行し，データを解析・考察できる能力を修得するために，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）から
必要単位数以上修得することで評価する．
（専攻科）
(1) シラバスに記載した評価方法に従って修得する．
（機械系学科）
(2) 小項目(C-1)の機械系学科の科目「卒業研究」（9単位）をシラバスの評価方法に従って修得する．
(3) 「卒業研究」（９単位）の授業において，研究テーマ説明会をとおして自ら課題を選択させる．さらに複数の解決策を考えさせ，実験やシミュレーションに
よる試行錯誤を重ねながら適切な解決策や方法を見つけているかを中間発表や卒業研究審査会で複数教員により多面的に評価する．
（先進科学系等）
(4) 小項目(C-1)の先進科学系等の学科「卒業研究」（9単位）をシラバスの評価方法に従って修得する．
(5) 「卒業研究」（９単位）の授業において，研究テーマ説明会をとおして自ら課題を選択させる．さらに複数の解決策を考えさせ，実験やシミュレーションに
よる試行錯誤を重ねながら適切な解決策や方法を見つけているかを中間発表や卒業研究審査会で複数教員により多面的に評価する．

(6) 本科での主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線）が卒業研究だけであるので総合基礎試験の実施は必要ない．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）(C-1)
(専攻科)
 機械・制御システム特別実験○， 機械・制御システム特別研究Ⅰ・Ⅱ○，情報処理基礎演習Ⅰ・Ⅱ○，情報処理応用演習Ⅰ・Ⅱ○， 情報科学○，実験法
の科学○
（機械系学科）
卒業研究◎，機械システム工学実験○，全系横断演習Ⅱ○
（先進科学系等）
卒業研究◎，物理学実験○，化学実験○，生物学実験○，全系横断演習Ⅱ○

評価方法(C-2)
課題解決のために他者と共通認識を形成しながら，チームで仕事をするための能力を修得するために，各シラバスに記載した評価方法に従って，下記の
通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）から必要単位数以上修得することで評価する．
（専攻科）
(1) 「機械・制御システム特別実験」（4単位）を修得する．
(2) 「機械・制御システム特別実験」（4単位）の授業において，いくつかの実験課題を提示し，各課題の内容理解や課題解決に組織的に取り組ませる．その
中で，意見交換やディスカションをとおして，自己や他者の役割の確認とそれぞれの役割を果たしたかどうかの判断をさせ，その結果を相互評価票や報告
書等にまとめさせることによって評価する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（C-2）
（専攻科）
機械・制御システム特別実験◎，機械・制御システム特別研究Ⅰ・Ⅱ○，長期インターシップ○，地域連携演習○

評価方法（D-1)
ハードウェア・ソフトウェアを利用した適切な方法を用いて，要求された機械・制御システムを制約の下で，種々の科学，技術及び情報を活用して社会の要
求を解決するためのデザイン能力を修得するために，各シラバスに記載した評価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科
目（◎印）から必要単位数以上修得することで評価する．
（機械系学科）
(1) 「応用機械設計（設計P）」または「ロボティクスデザイン（ロボP）」（2単位）を修得する．
(2) 「応用機械設計（設計P）」（2単位）の授業において，歯車減速装置を設計課題とし，設計仕様を与えて各自に設計させる．設計した結果を検討させ，こ
のときの設計書と種々の図面を提出させ，評価する．「ロボティクスデザイン（ロボP）」（2単位）の授業において，ロボット設計に必要な機能 ，構成，動作，
駆動及び制御手法，機械設計の方法，物理量の測定方法についてグループワークを通じて主体的に学ばせる．最終的にそれらの知識を応用することで，
各自にロボットを設計させる．その結果について検討・発表させ総括する．試験またはレポート課題および演習・グループワークについて総合的に評価す
る．
（先進科学系等）
(3) 「物理学実験」（1単位）および「化学実験」（1単位）を修得する．
(4) 「物理学実験」（1単位）の授業において，RaspberryPiによる設計制御を課題とした演習を行う. このときの報告書を提出させて，評価する．「化学実験」
（1単位）の授業において，赤外分光光度計およびガスクロマトグラフ装置による機器分析の装置構成の理解を課題とする. 各自に測定を実行させ, その測
定結果を解析・検討させた上, これらの結果を報告書にまとめて提出させて評価する.

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（D-1)
（機械系学科）
応用機械設計（設計P）◎／ロボティクスデザイン（ロボP）◎
（先進科学系等）
物理学実験◎, 化学実験◎

評価方法（D-2)
自主的，継続的な学習を通じて，学内外で得た専門知識等を応用して的確に問題を把握し，チーム内での討議などのコミュニケーションを経て見出した解
決策により問題を解決し，その一連について論理的に記述でき，また，口頭による発表ができる能力を修得するために，各シラバスに記載した評価方法に
従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）から必要単位数以上修得することで評価する．
（専攻科）
(1) 「機械・制御システム特別研究Ⅰ，Ⅱ」（16単位）を修得する．
(2) 「機械・制御システム特別研究」（16単位）の授業において，研究テーマ発表会をとおして自ら研究課題について説明させる．さらに研究チーム内での討
議などのコミュニケーションを経て複数の解決策を考えさせ，実験やシミュレーションによる試行錯誤を重ねながら適切な解決策や方法を見つけているかを
中間発表や特別研究審査会において複数教員により多面的に評価する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（D-2)
（専攻科）
機械・制御システム特別研究Ⅰ・Ⅱ◎，機械・制御システム特別実験○，長期ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ○
（機械系学科）
卒業研究○，全系横断演習Ⅱ○，機械システム工学実験○，機械設計創造演習（設計P）○／ロボット創造演習（ロボP）○
（先進科学系等）
卒業研究○，全系横断演習Ⅱ○, 物理学実験○, 化学実験○, 生物学実験○

D-1
D-2

(d)
(e)
(f)
(g)
(h)
(i)

◎
◎
◎
◎
◎
○

総合基礎試験
本科の成績不良者，転系，他高専からの専攻科入学者などのうち(D)の単位数が不足する者に対して，(D)に関する総合的試験を行い，学習・教育到達目
標の達成度を評価する．60点以上を合格とする．
各学習・教育到達目標に関連する本科の科目より問題を作成し，試験あるいは課題レポート（課題レポートの場合は口頭試問を行う）を実施する．その結
果，各学習・教育到達目標に対応する成績がそれぞれ60点以上あるかどうかで評価する．

評価方法（E-1)
世界的視点から，一定の組織により生み出された技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，及び技術者の社会に対する貢献と責任に関して理解し，行動し
ていく能力を養うために，各シラバスに記載した評価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）から必要単位数以
上修得することで評価する．
（専攻科）
(1) 「工学倫理」または「現代哲学」（各2単位）から2単位以上修得する．
(2) 「工学倫理」(2単位)の授業において，前半では，グループ報告書と他者評価を含む個人報告書で評価し，後半では，小論文を含む報告書と討議と発表
におけるプレゼンテーションで評価する．
(3) 「現代哲学」（2単位）の授業では，課題レポートおよび授業中の発表で評価する．
(4) 「機械・制御システム特別研究Ⅰ・Ⅱ」（16単位）をシラバスの評価方法に従って修得する．
(5) 「機械・制御システム特別研究Ⅰ・Ⅱ」（16単位）の授業において，技術者倫理に関する講演会を必ず聴講し，レポートを提出させて評価する．

(6) 達成度は専攻科の科目で保証できるため総合基礎試験を免除する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（E-1)
（専攻科）
工学倫理◎，現代哲学◎，機械・制御システム特別研究Ⅰ・Ⅱ○，長期ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ○，先端技術特別講義○
（機械系学科，先進科学系等）
技術者倫理○，キャリアマネジメント○

（E）
(a)
(b)
(i)

○
◎
○

(D)

D-2

(d)
(f)
(g)
(h)
(i)

◎
◎
◎
◎
○

D-1 (e) ◎

(B) (d) ◎

(C）

C-1 (g) ◎

C-2 (i) ◎

表２　学習・教育到達目標と評価方法および評価基準
(機械・制御システム工学専攻・本科平成２８年度以降／専攻科令和３年度以降入学者用）

学習・教育到達目標

(A)

A-1
(c)
(d)

◎
◎

A-2
(g) ○



学習・教育

到達目標

　

 注) ( )，[ ]内の数字は単位数、( )は必修科目、[ ]は必履修、選択科目。◎は主体的に学習・教育到達目標に関与する科目、○は付随的に学習・教育到達目標に関与する科目。

▲は環境教育関連科目、■は原子力人材育成関連科目を表す。　　　　  ※印は授業時間外の学習を必修とする科目を表す。

機械・制御システム特別研究Ⅱ(8)○

実践英語Ⅰ[2]◎

材料強度学[2]◎

応用創造工学[2]◎
計算力学[2]◎

生産管理工学[2]◎▲

機能性材料学[2]◎

制御機器特論[2]◎ 応用制御工学[2]

※全系横断演習Ⅱ(4)○

技術英語講読[2]◎

振動工学[2]◎

電気エネルギー工学[2]◎■

剛体の力学[1]◎

実践英語Ⅱ[2]◎

電磁気学[2]◎

エネルギーシステム工学[2]◎ 流体力学[2]◎

各学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ
(先進科学系　本科平成２８年度以降／専攻科令和３年度以降入学者用)

4年 5年 機械・制御システム工学専攻1年 機械・制御システム工学専攻2年

科学探究[2]◎

応用数学Ⅱ[2]◎ 線形代数学[2]◎ 工業数理[2]◎

応用数学Ⅰ[2]◎

複素解析[2]◎

※現代数学[2]◎

応用化学[1]◎ 環境科学[1]◎▲■

情報科学[2]◎

(A)

数理科学[1]◎ 実験法の科学[2]◎○

生命工学[2]◎

長期インターンシップ[2]○

先端技術特別講義[1]◎■

※情報システム(2)◎

環境科学特論[2]○▲■

応用生物[1]◎

※有機化学I[2]◎

物理学実験(1)○ 機械・制御システム特別研究Ⅰ(8)○
卒業研究(9)○ 機械・制御システム特別研究Ⅱ(8)○

工学総論Ⅰ[2]◎

工学総論Ⅱ[2]◎

※発生生物学[2]◎

物性物理[1]◎

地域連携演習[1]○

国際コミュニケーション演習[1]○

機械・制御システム特別研究Ⅱ(8) ○

先端技術特別講義[1] ○■

先端技術特別講義[1]○■

機械・制御システム特別研究Ⅰ(8)○

機械・制御システム特別実験(4)○◎
卒業研究(9)◎

情報科学[2]○

工学倫理[2] ◎▲■ 現代哲学[2] ◎

キャリアマネジメント[1]○ 技術者倫理[2]○▲■

長期インターンシップ[2] ○

システム制御工学[2]◎

機械・制御システム特別実験(4)○

機械・制御システム特別研究Ⅰ(8)◎
機械・制御システム特別研究Ⅱ(8)◎

長期インターンシップ[2]○

長期インターンシップ[2]○

地域連携演習[1]○

情報処理基礎/応用演習Ⅰ[1]○

情報処理基礎/応用演習Ⅰ[1]◎ 情報処理基礎/応用演習Ⅱ[1]◎

(E)
機械・制御システム特別研究Ⅰ(8) ○

※全系横断演習Ⅱ(4)◎ 機械・制御システム特別実験(4)○

(D)

(C)
生物学実験(1)○

化学実験(1)○◎

生物学実験(1)○

卒業研究(9)○

実験法の科学[2]○

化学実験(1)○

生物学実験(1)○

情報処理基礎/応用演習Ⅱ[1]○

物理学実験(1)○

化学実験(1)○

(B)

応用設計工学[2]◎

環境科学[1] ○▲■

(F)
地域連携演習[1] ◎

機械・制御システム特別研究Ⅰ(8) ○ 機械・制御システム特別研究Ⅱ(8) ○

先端技術特別講義[1] ○■

国際文化論[2]◎ 社会科学概論[2]◎

環境科学特論[2] ◎▲■
国際コミュニケーション演習[1] ○

長期インターンシップ[2] ○

物理学実験(1)○◎

※全系横断演習Ⅱ(4)○

※電気電子システム(2)◎

※機械システム(2)◎

※光エレクトロニクス[2]◎

英語Ⅳ[2]◎ 英語Ⅴ[1]◎



学習・教育

到達目標

　

(D)
機械・制御システム特別実験(4)○

機械・制御システム特別研究Ⅰ(8)◎
機械・制御システム特別研究Ⅱ(8)◎※全系横断演習Ⅱ(4)○

長期インターンシップ[2]○

長期インターンシップ[2]○

地域連携演習[1]○

機械システム工学実験(3)○ 卒業研究(9)○

(C)

機械・制御システム特別研究Ⅱ(8)○

実験法の科学[2]○

材料強度学[2]◎

応用創造工学[2]◎
計算力学[2]◎

生産管理工学[2]◎▲

機能性材料学[2]◎

機械設計法Ⅱ[1]◎

制御機器特論[2]◎ 応用制御工学[2]

※伝熱工学[2]◎

※流体工学[2]◎ 電気エネルギー工学[2]◎■

材料力学Ⅱ[2]◎

※機械力学[2]◎

※応用機械設計[2]（設計P）◎
※ロボティクスデザイン[2]（ロボP）◎

機械・制御システム特別研究Ⅰ(8)○

機械・制御システム特別実験(4)○◎
卒業研究(9)◎

情報科学[2]○

工学倫理[2] ◎▲■ 現代哲学[2]◎

キャリアマネジメント[1]○ 技術者倫理[2]○▲■

機械システム工学実験(3)○

※全系横断演習Ⅱ(4)○
情報処理基礎/応用演習Ⅰ[1]○ 情報処理基礎/応用演習Ⅱ[1]○

長期インターンシップ[2]○

地域連携演習[1]○

情報処理基礎/応用演習Ⅰ[1]◎ 情報処理基礎/応用演習Ⅱ[1]◎

国際コミュニケーション演習[1]○

工学総論Ⅰ[2]◎

工学総論Ⅱ[2]◎

振動工学[2]◎

長期インターンシップ[2]○

機械・制御システム特別実験(4)○
機械・制御システム特別研究Ⅱ(8)○

各学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ
(機械システム系　本科平成２８年度以降／専攻科令和３年度以降入学者用)

4年 5年 機械・制御システム工学専攻1年 機械・制御システム工学専攻2年

工業数理[2]◎

応用数学Ⅰ[2]◎ 線形代数学[2]◎

(A)

応用生物[1]◎ 環境科学[1]◎▲■ 情報科学[2]◎

※全系横断演習Ⅱ(4)◎

(B) 技術英語講読[2]◎ 実践英語Ⅱ[2]◎実践英語Ⅰ[2]◎

応用設計工学[2]◎

応用数学Ⅱ[2]◎ ※先進科学(2)◎ 実験法の科学[2]◎○

物性物理[1]◎ ※電気電子システム(2)◎ 生命工学[2]◎

長期インターンシップ[2]○

先端技術特別講義[1]◎■

応用化学[1]◎ ※情報システム(2)◎ 環境科学特論[2]○▲■

機械システム工学実験(3)○ 機械・制御システム特別研究Ⅰ(8)○
卒業研究(9)○

エネルギーシステム工学[2]◎ 流体力学[2]◎※熱力学[2]◎

システム制御工学[2]◎

 注) ( )，[ ]内の数字は単位数、( )は必修科目、[ ]は必履修、選択科目。◎は主体的に学習・教育到達目標に関与する科目、○は付随的に学習・教育到達目標に関与する科目。

▲は環境教育関連科目、■は原子力人材育成関連科目を表す。

科学探究[2]◎

環境科学[1]○▲■

(F)
地域連携演習[1]◎

機械・制御システム特別研究Ⅰ(8)○ 機械・制御システム特別研究Ⅱ(8)○

先端技術特別講義[1]○■

国際文化論[2]◎ 社会科学概論[2]◎

環境科学特論[2]◎▲■
国際コミュニケーション演習[1] ○

(E)
機械・制御システム特別研究Ⅰ(8) ○ 機械・制御システム特別研究Ⅱ(8)○

先端技術特別講義[1]○■

先端技術特別講義[1]○■

英語Ⅳ[2]◎

英語Ⅴ[1]◎

制御工学[2]◎

※機械設計創造演習[2]（設計P）○
※ロボット創造演習[2]（ロボP）○



 

 

表１ 学習・教育到達目標と基準 1(2)の(a)～(i)との対応 

（電子・情報システム工学専攻・本科平成２８年度以降／専攻科令和３年度以降入学者用） 
 

       基準１の（２）の 
               知識・能力 
学習・教育到達目標 

 
 
(a) 

 
 
(b) 

 
 
(c) 

(d)  
 
(e) 

 
 
(f) 

 
 
(g) 

 
 
(h) 

 
 

(i) 
 
(1) 

 
(2) 

(A)   ◎     ○   

(B)    ◎       

(C)    ○ ◎   ◎  ◎ 

(D)    ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

(E) ○ ◎        ○ 

(F) ◎ ○    ◎   ○ ○ 

                            
 
１．学習・教育到達目標と基準 1(2)の(a)～(i) 
 
学習・教育到達目標 

(A) 技術に関する基礎知識の深化および情報技術の習得とそれらを応用することができる 
(B) 専攻分野に関連する知識理解を深化させ，それらを応用することができる 
(C) 自主的・継続的に実験を遂行し、データを解析・考察できる 
(D) 課題解決能力、研究能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を身に付け

それらを発揮することができる 
(E) 技術者倫理を理解することができる 
(F) 地球的視点から多面的に物事を考えることができ、地域との連携による総合能力の展開が

できる 
 
基準 1(2)の(a)～(i) 

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養 
(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対する貢献と責任に関する理

解 
(c) 数学、自然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応用する能力 
(d) 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力 
(e) 種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力 
(f) 論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力 
(g) 自主的、継続的に学習する能力 
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力 
(i) チームで仕事をするための能力 

 
２．対応の趣旨 
 
２－１ (a)「地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養」への対応 

 この項目は、主に「(F) 地地球的視点から多面的に物事を考えることができ、地域との連携
による総合能力の展開ができる」で対応し、付随的に「(E) 技術者倫理を理解することができ
る」で対応する。(F) は語学科目、教養科目によって多様な歴史観・文化・習慣などの違いを
理解することが趣旨であり深く関連する。また、技術が社会に及ぼす影響を理解した上で適切
に行動することが必要と考え (E)とも関連させる。 

  
２－２ (b)「技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対する貢献と責任に関
する理解」への対応 



 

 

 この項目は、主に「 (E) 技術者倫理を理解することができる」でそのまま対応するが、付随
的に (F)を対応させる。技術と自然や社会との係わり合いと技術者の社会的な責任を理解する
ことは (E)によって養える。さらに技術者として責任ある判断と行動をするには、広い視野と
教養をもつことが必要である。加えて校外実習などによって実践的な倫理について理解を深め
ることも重要であり(F)とも関連させる。 

 
２－３ (c)「数学、自然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応用する能力」への対応 

 数学、自然科学に関する知識とそれらを応用できる能力は、主に「(A)技術に関する基礎知識
の深化および情報技術の習得とそれらを応用することができる」対応する。「プログラムが目
指す技術者像に向けて学生が成長するために必要な基礎的知識・能力」についても(A)で対応す
る。(A)には数学、自然科学に関する科目およびそれらの応用能力を養う専門科目が豊富にあり，
また、科学技術計算や工学現象の数値解析には情報技術を応用する能力が必要である。  

 
２－４ (d)「当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力（分野別要件）」
への対応 

 必要とされる専門的知識は「(B) 専攻分野に関連する知識理解を深化させ，それらを応用す
ることができる」に属する専門科目で養うことができる。設計・解析・考察に関する能力は、
「（D）課題解決能力、研究能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を身に
付けそれらを発揮することができる」で養う。 

 
２－４－１ (d)(1)「電気・電子デバイスに関する知識とこれらを組み合わせたシステムをハ
ードウェアとソフトウェアの両面から解析および設計する能力」への対応 
 この項目の前半部分は，「(B) 専攻分野に関連する知識理解を深化させ，それらを応用す
ることができる」でそのまま対応する．後半部分の「ハードウェア・ソフトウェア」とは、
人類の利益と安全に貢献するために、技術者によって研究・開発・設計・製造・運用・維持
される人工物として考える。その考えを基に，後半部分は主に「（D）課題解決能力、研究
能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を身に付けそれらを発揮すること
ができる」で対応する。(D)を達成するには、適切なハードウェア・ソフトウェアを選び、デ
ザインする能力を養うことが重要で、(d)(1)との関連が最も深い。 
 

２－４－２ (d)(2)「当該分野とその応用分野の実験を計画して遂行し、データを適切に解析
するとともに、工学的に考察および説明する能力」への対応 
 実験を計画し，データを適切に解析するためにはて遂行するには，「(C) 自主的・継続的
に実験を遂行し、データを解析・考察できる」で対応する．工学的に考察および説明する能
力へは「(D) 課題解決能力、研究能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力
を身に付けそれらを発揮することができる」で付随的に対応する． 
 

２－５(e)「種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力」へ
の対応 

 この項目は、主に「(D) 課題解決能力、研究能力、コミュニケーション能力、プレゼンテー
ション能力を身に付けそれらを発揮することができる」と「(F) 地球的視点から多面的に物事
を考えることができ、地域との連携による総合能力の展開ができる」で対応する。(D)によって、
エンジニアリングデザインにおける重要な能力を養う。 

 
２－６(f)「論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力」への対応 
 この項目は、主に「(D) 課題解決能力、研究能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーシ
ョン能力を身に付けそれらを発揮することができる」で対応する。 
 
２－７ (g)「自主的、継続的に学習する能力」への対応 
 この項目は、主に「(C) 自主的・継続的に実験を遂行し、データを解析・考察できる」および
「(D) 課題解決能力、研究能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を身に付け
それらを発揮することができる」で対応し、付随的に「(A) 技術に関する基礎知識の深化および
情報技術の習得とそれらを応用することができる」で対応する。(g)は研究遂行のために必要な能
力であり(D)と深く関連する。また、研究能力の基盤になるのが、技術に関する基礎知識やそれら
を利用して問題を解決する能力であるので付随的に(A)が関連する。 
 



 

 

２－８ (h)「与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力」への対応 
 この項目は、主に「(D) 課題解決能力、研究能力、コミュニケーション能力、プレゼンテー
ション能力を身に付けそれらを発揮することができる」で対応し、付随的に「(F) 地球的視点
から多面的に物事を考えることができ、地域との連携による総合能力の展開ができる」で対応
する。課題について計画的に考え、レポートにまとめる能力は、特別実験を履修すると必ず身
につく能力である。加えて(F)に属する校外実習においても養える能力である。 

 
２－９ (i)「チームで仕事をするための能力」への対応 

 主に「(C) 自主的・継続的に実験を遂行し、データを解析・考察できる」で対応し、付随的
に(D)，(F)で対応する。(C) に属する特別実験では，グループによる組織的な取り組みを課し，
自己のなすべき行動と他者がなすべき行動を判断させている．実験を遂行するためには他者と
の協働による組織的な取り組みは重要である。さらに、(E) に属する科目の内、JABEE 基準(i)
を実践するように、グループによる組織的な取り組みを課し、評価する科目（工学倫理）があ
り、関連の深い科目であるので付随的に(E) と関連させる。JABEE 基準(i)で示される「他分野
の人を含む他者と協働する」とは、学科や学校の枠を越えた他分野の人とのコラボレーション
が望まれるので、学外の人と連携することを課す(F)との関連は重要であると考えて付随的に関
連させる。研究活動は少なくとも指導教員との共同研究であり，必然的にチームができるはず
であり，したがって付随的に（D）が対応する．指導教員が他の研究機関と共同研究しており，
それに当該学生が参加していれば，チームで仕事をする能力はさらに磨かれる． 

 



 

 

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

評価方法（A-1)
数学，自然科学及び情報技術の幅広い分野の知識を修得し，これらの知識を組み合わせることも含めて応用することができるために，各シラバスに
記載した評価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）および指定の評価科目（下線）から必要単位数以上
修得（本科科目は履修）することで評価する．

（専攻科）
「情報処理基礎演習Ⅰまたは情報処理応用演習Ⅰ」（各1単位），「情報処理基礎演習Ⅱまたは情報処理応用演習Ⅱ」（各1単位）から1単位以上修得
する．

（電気電子系学科，情報電子系学科）
小項目（A-1)の科目のうち，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を履修する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（A-1)

（専攻科）
線形代数学◎，情報科学◎，環境科学特論◎，実験法の科学◎，工業数理◎，科学探究◎，先端技術特別講義◎，情報処理基礎演習Ⅰ◎，情報
処理応用演習Ⅰ◎，情報処理基礎演習Ⅱ◎，情報処理応用演習Ⅱ◎，情報システム特論◎，生命工学◎，情報システム演習Ⅰ○，情報システム
演習Ⅱ○，長期インターンシップ○，地域連携演習○，国際コミュニケーション演習○

（電気電子系学科）
応用数学Ⅰ◎，応用数学Ⅱ◎，物性物理◎，応用化学◎、応用生物◎，環境科学◎，自系以外の3系融合科目（先進科学◎，機械システム◎，情
報システム◎）

（電気電子系学科，情報電子系学科）
応用数学Ⅰ◎，応用数学Ⅱ◎，物性物理◎，応用化学◎、応用生物◎，自系以外の3系融合科目（先進科学◎，機械システム◎，電気電子システ
評価方法（A-2)
実験・実習をとおして，技術に関する基礎知識の理解を深めるとともに，将来にわたり技術者として活躍していくための継続的研鑽の必要性を理解す
るために，各シラバスに記載した評価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）および指定の評価科目（下
線）から必要単位数以上修得することで評価する．

（専攻科）
関連した技能や手法を修得し，説明できるために各種実験課題について実験し，実験結果をレポートにして提出させ評価する．

（電気電子系学科，情報電子系学科）
小項目（A-2)の科目のうち，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を履修する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（A-2)

（専攻科）
電子・情報システム特別実験○，実験法の科学○，電子・情報システム特別研究Ⅰ・Ⅱ○

（電気電子系学科）
電気電子システム工学実験◎，卒業研究○，全系横断演習Ⅱ◎

（情報電子系学科）
情報システム工学実験◎，卒業研究○，全系横断演習Ⅱ◎

A-1
A-2

(c)
(g)

◎
○

総合基礎試験
本科の成績不良者，転系，他高専からの専攻科入学者などのうち(A)の単位数が不足する者に対して，(A)に関する総合的試験を行い，学習・教育到
達目標の達成度を評価する．60点以上を合格とする．
各学習・教育到達目標に関連する本科の科目より問題を作成し，試験あるいは課題レポート（課題レポートの場合は口頭試問を行う）を実施する．そ
の結果，各学習・教育到達目標に対応する成績がそれぞれ60点以上あるかどうかで評価する．

評価方法（B-1)
「電気・電子」，「情報・制御」に関する専門技術分野の知識を修得し，説明できるために，各シラバスに記載した評価方法に従って，下記の通り，主体
的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）および指定の評価科目（下線）から必要単位数以上修得（本科科目は履修）することで評価する．

（専攻科）
(1) 小項目(B-1)の専攻科の主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を，シラバスに記載した評価方法に従って修得する．
(2) 「技術英語講読」（2単位），「実践英語ⅠまたはⅡ」（各2単位）から２単位を修得する．

（電気電子系学科，情報電子系学科）
小項目（B-1)の科目のうち，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を履修する．
主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（B-1)

（専攻科）
 電磁気学特論◎，電気電子機器◎，コンピュータシステム工学◎，工学総論Ⅰ◎，工学総論Ⅱ◎，回路網解析◎，電子デバイス工学◎，電力制御
工学◎，数値解析特論◎，画像処理◎，ディジタル信号処理特論◎，情報システム特論○，情報システム演習Ⅰ◎，情報システム演習Ⅱ◎，システ
ム制御工学◎，生産管理工学◎，実践英語Ⅰ◎，技術英語講読◎，実践英語Ⅱ◎

（電気電子系学科）
発電工学◎，送配電工学◎，電気法規◎，パワーエレクトロニクス◎，電気回路Ⅱ◎，電気磁気学Ⅱ◎，電気電子材料◎，物性物理○，英語Ⅳ◎，
英語Ⅴ◎

（情報電子系学科）
制御工学◎，回路システム◎，情報数理◎，情報システム◎，システムプログラミング◎，eビジネス◎，電気磁気学◎，電子回路◎，物性物理○，
英語Ⅳ◎，英語Ⅴ◎

(d)-1 ◎

評価方法
総合基礎試験
本科の成績不良者，転系，他高専からの専攻科入学者などのうち(B)の単位数が不足する者に対して，(B)に関する総合的試験を行い，学習・教育到
達目標の達成度を評価する．60点以上を合格とする．
各学習・教育到達目標に関連する本科の科目より問題を作成し，試験あるいは課題レポート（課題レポートの場合は口頭試問を行う）を実施する．そ
の結果，各学習・教育到達目標に対応する成績がそれぞれ60点以上あるかどうかで評価する．

評価方法(C-1)
実験・実習をとおして，技術に関する基礎知識の理解を深めるとともに，自主的，継続的に学習する能力の修得のために，各シラバスに記載した評価
方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）および指定評の価科目（下線）から必要単位数以上修得することで
評価する．

（専攻科）
関連した技能や手法を修得し，説明できるために各種実験課題について実験し，実験結果をレポートにして提出させ評価する．

（電気電子系学科，情報電子系学科）
(1) 小項目（C-1)の科目のうち，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）を履修する．
(2) 達成度は専攻科の科目で保証できるため総合基礎試験を免除する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（C-1)
（専攻科）
電子・情報システム特別実験○，電子・情報システム特別研究Ⅰ，Ⅱ○，実験法の科学○
（電気電子系学科）
電気電子システム工学実験○，卒業研究◎，全系横断演習Ⅱ○
（情報電子系学科）
情報システム工学実験○，卒業研究◎，全系横断演習Ⅱ○

(C）

C-1
(d)-1
(d)-2
(g)

○
◎
◎

(B)

(d)-1 ◎

表２　学習・教育到達目標と評価方法および評価基準
(電子・情報システム工学専攻・本科平成２８年度以降／専攻科令和３年度以降入学者用）

学習・教育到達目標

(A)

A-1 (c) ◎

A-2
(g) ○



関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準学習・教育到達目標

評価方法(C-2)
課題解決のために他者と共通認識を形成しながら，チームで仕事をするための能力を修得するために，各シラバスに記載した評価方法に従って，下
記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）および指定評価科目（下線）から必要単位数以上修得することで評価する．

（専攻科）
(1) 「電子・情報システム特別実験」（4単位）の授業において，いくつかの実験課題を提示し，各課題の内容理解や課題解決に組織的に取り組ませ
る．その中で，意見交換やディスカションをとおして，自己や他者の役割の確認とそれぞれの役割を果たしたかどうかの判断をさせ，その結果を相互
評価票や報告書等にまとめさせることによって評価する．
(2) 達成度は専攻科の科目で保証できるため総合基礎試験を免除する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（C-2）
（専攻科）
電子・情報システム特別実験◎，電子・情報システム特別研究Ⅰ・Ⅱ○，長期インターシップ○，地域連携演習○

評価方法（D-1)
電気・電子デバイスに関する知識とこれらを組み合わせたシステムをハードウェアとソフトウェアの両面から解析および設計（デザイン）する能力を修
得するために，各シラバスに記載した評価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）および指定の評価科目
（下線）から必要単位数以上修得（本科科目は履修）することで評価する．

（専攻科）
(1) 「電子・情報システム特別研究Ⅰ，Ⅱ」（16単位）を修得する．
(2) 達成度は専攻科の科目で保証できるため総合基礎試験を免除する．
主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（D-1)

（専攻科）
電子・情報システム特別実験○，電子・情報システム特別研究Ⅰ，Ⅱ○，情報システム演習Ⅱ○

（電気電子系学科）
電気電子システム工学実験○，卒業研究○，全系横断演習Ⅱ○

（情報電子系学科）
情報システム工学実験○，卒業研究○，全系横断演習Ⅱ○

評価方法（D-2)
自主的，継続的に実験を計画して遂行し，学内外で得た専門知識等を応用して的確に問題を把握し，チーム内での討議などのコミュニケーションを
経て見出した解決策により問題を解決し，その一連について論理的に記述でき，また，口頭による発表ができる能力を修得するために，各シラバスに
記載した評価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）および指定の評価科目（下線）から必要単位数以上
修得することで評価する．

（専攻科）
(1) 「電子・情報システム特別研究Ⅰ，Ⅱ」（16単位）を修得する．
(2) 「電子・情報システム特別研究」（16単位）の授業において，研究テーマ発表会をとおして自ら研究課題について説明させる．さらに研究チーム内
での討議などのコミュニケーションを経て複数の解決策を考えさせ，実験やシミュレーションによる試行錯誤を重ねながら適切な解決策や方法を見つ
けているかを中間発表や特別研究審査会において複数教員により多面的に評価する．
(3) 達成度は専攻科の科目で保証できるため総合基礎試験を免除する．

主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（D-2)

（専攻科）
電子・情報システム特別実験○，電子・情報システム特別研究Ⅰ，Ⅱ◎

評価方法（E-1)
世界的視点から，一定の組織により生み出された技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，及び技術者の社会に対する貢献と責任に関して理解し，
行動していく能力を養うために，各シラバスに記載した評価方法に従って，下記の通り，主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印）から必
要単位数以上修得することで評価する．
（専攻科）
(1) 「工学倫理」または「現代哲学」（各2単位）から2単位以上修得する．
(2) 「工学倫理」(2単位)の授業において，前半では，グループ報告書と他者評価を含む個人報告書で評価し，後半では，小論文を含む報告書と討議
と発表におけるプレゼンテーションで評価する．
(3) 「現代哲学」（2単位）の授業では，課題レポートおよび授業中の発表で評価する．
主体的に学習・教育到達目標に関連する科目（◎印），指定の評価科目（下線），および，付随的に学習・教育到達目標に関連する科目（○印）（E-1)
（専攻科）
工学倫理◎，現代哲学◎，環境科学特論○，長期インターンシップ○，先端技術特別講義○，電子・情報システム特別研究Ⅰ，Ⅱ○
（電気電子系学科，情報電子系学科）
キャリアマネジメント◎，技術者倫理◎

（E）
(a)
(b)
(i)

○
◎
○

(i) ◎

(D)

D-1
(d)-1
(e)

◎
◎

D-2

(d)-2
(f)
(g)
(h)
(i)

○
◎
◎
◎
○

C-2



学習・
教育
目標

授業科目名

４年 5年 電子・情報システム工学専攻１年 電子・情報システム工学専攻２年

(A)

(B)

応用数学Ⅰ[2]

応用数学Ⅱ[2]

応用化学[1]

応用生物[1]

物性物理[1]◎

工学総論Ⅰ[2]

環境科学特論[2]◎▲■

実験法の科学[2]◎

生命工学[2]

工業数理[2]

工学総論Ⅱ[2]

生産管理工学[2]▲

E 電気回路Ⅱ[2]

E 電気磁気学Ⅱ[2]

E 発電工学[2]■

E 送配電工学[2]

E 電気法規[1]

E 電気電子材料[2]

E パワーエレクトロニクス[2]

電子・情報システム特別実験(4)○

電磁気学特論[2]

電子・情報システム特別研究Ⅰ(8)○

電子・情報システム特別研究Ⅱ(8)○

電気電子機器[2]

コンピュータシステム工学[2]

情報システム演習Ⅰ[1]○

回路網解析[2]

電子デバイス工学[2]

電力制御工学[2]

数値解析特論[2]

情報処理基礎/応用演習Ⅰ[1]

情報処理基礎/応用演習Ⅱ[1]

画像処理[2]

ディジタル信号処理特論[2]

情報科学[2]

先端技術特別講義[1]◎■

情報システム特論[2]◎

科学探究[2]

情報システム特論[2]○

情報システム演習Ⅱ[2]〇

卒業研究(9)〇

全系横断演習Ⅱ(2)◎

電気電子システム工学実験(3)◎

C 情報数理[2]

C 情報システム[2] C システムプログラミング[2]

C 回路システム[2]

C 制御工学[2]

C eビジネス[2]

E 電気磁気学[1]

物性物理[1]○

情報システム工学実験(3)◎

各学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ
(電気電子システム系・情報システム系 本科平成２８年度以降／専攻科令和３年度以降入学者用)

情報ステム演習Ⅰ[1]◎

情報システム演習Ⅱ[2]◎

システム制御工学[2]

工業数理[2]応用数学Ⅰ[2] 工業数理[2]

線形代数学[2]

C 電子回路[1]

環境科学[1]○▲■

先進科学[2]

機械システム[2]

電気電子システム[2]

情報システム[2]

英語Ⅳ[2] 英語Ⅴ[1] 実践英語Ⅱ[2]◎

技術英語講読[2]◎

実践英語Ⅰ[2]◎

地域連携演習[1]○

長期インターンシップ[2]◎



学習・
教育
目標

授業科目名

４年 5年 電子・情報システム工学専攻１年 電子・情報システム工学専攻２年

(C)

(D)

(E)

(F)

情報システム演習Ⅱ○[1]

キャリアマネジメント[1] 技術者倫理[2]▲■

電子・情報システム特別研究Ⅰ(8)○ 電子・情報システム特別研究Ⅱ(8)○

先端技術特別講義[1]○■

工学倫理[2]▲■ 現代哲学[2]

長期インターンシップ[2]○

環境科学特論[2]◎▲■

国際文化論[2] 社会科学概論[2]

地域連携演習[1]◎

長期インターンシップ[2]◎

電子・情報システム特別研究Ⅰ(8)○ 電子・情報システム特別研究Ⅱ(8)◎

電子・情報システム特別実験(4)◎

電子・情報システム特別研究Ⅰ(8)○

電子・情報システム特別研究Ⅱ(8)○卒業研究(9)◎全系横断演習Ⅱ(3)○

電気電子システム工学実験(3)○

情報システム工学実験(3)○

電子・情報システム特別実験(4)○

電子・情報システム特別研究Ⅰ(8)◎

電子・情報システム特別研究Ⅱ(8)◎卒業研究(9)〇全系横断演習Ⅱ(3)○

電気電子システム工学実験(3)○

情報システム工学実験(3)○

実験法の科学[2]◎

地域連携演習[1]○長期インターンシップ[2]○

環境科学[1]○▲■

環境科学特論[2]○▲■

先端技術特別講義[1]○■

国際コミュニケーション演習[1]◎



 

 

 

 

 

 

 

 教 育 課 程 表  

 

 



専攻科の教育目標 

 

専攻科には「機械・制御システム工学専攻」と「電子・情報システム工学専攻」の２つの専攻が設置

されています。その教育目標は，「システム思考のできる機械・制御技術者，電気・電子・情報技術者

の養成」です。 
 
育成する人材像と専攻科の特徴 

 
専攻科は、本科５年間の一貫教育の成果を活かし、さらに高度な専門知識と研究開発能力を身につけ

た創造的・実践的技術者の養成を目標としています。 
機械・制御システム工学専攻では、総合理工学科の先進科学系と機械システム系を基礎系とする専攻

コースとして、機械・制御の専門技術分野や数学・物理分野、化学・バイオの技術分野についてさらに

深く学び、要素技術に関する深い知識を持つとともに、それらを総合的にバランスよく応用したシステ

ムの設計、計画や運用ができる能力を持つ創造的・実践的技術者の養成を目指しています。機械・制御

システム工学専攻の特徴は、機械・制御技術や応用科学の技術を深く学習することにより、現代の社会

基盤を支える高度な機械やシステムにかかわる実践的な「モノつくり」技術力を培うことです。 
電子・情報システム工学専攻では、総合理工学科の電気電子システム系と情報システム系を基礎系と

する専攻コースとして、電気工学、電子工学、情報工学についてさらに深く学び、電磁気、電気・電子

回路や、コンピュータ、プログラミングなど専門技術を深化するとともに、それらを総合したシステム

の設計、計画や運用ができる能力を持つ創造的・実践的技術者の養成を目指しています。電子・情報シ

ステム工学専攻の特徴は、機械やシステムのハード技術と、ハードを最適に運用するためのソフト技術

の両方を学習することにより、ソフトに強いハード技術者、ハードに強いソフト技術者として実践する

力を培うことです。 
さらに高度な専門知識や能力を身につけようとする学生については、両専攻とも大学院への進学を勧

めるとともにその支援をしています。そのために両専攻ともより広い分野の専門科目を学習します。講

義による授業のみでなく、特別実験や専攻科２年間にわたり指導教員のもとで行う特別研究を通して、

専門知識の深化とともに、問題解決能力やデザイン能力、研究能力を身につけることが求められます。

同時に、地域や社会の大きい期待に応えられる技術者として、技術者倫理の理解と、地球的視点の涵養

とともに、豊かなコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を培うことが求められます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



専攻科 ディプロマ・ポリシー  
 
（養成しようとする人材像） 
専攻科は，本科５年間の一貫教育の成果を活かし，さらに高度な専門知識と研究開発能力を身につけ

た創造的・実践的技術者の養成を目標とする。 
 
専攻科における教育課程により以下の項目に掲げる能力を身につけ，設定した所定の単位を修得した

学生に修了を認める。 
(1) 数学，物理を中心とした自然科学系の科目に関する知識を深め，機械・制御システム工学および電

子・情報システム工学に関する基礎学力として応用できる。 
(2) 次の専門技術分野の知識を修得し，機械やシステムの設計・製作・運用に活用できる。 機械・制御

システム工学専攻：材料と構造，運動と振動，エネルギーと流れ，情報と計測・制御，設計と生産・

管理，機械とシステムなどの専門技術分野および数学・物理分野，化学・バイオの技術分野 電子・

情報システム工学専攻：電気・電子，情報・制御に関する専門技術分野 
(3) 特別実験の実践的学習を通じて，基礎学科に関連する知識理解を深化させると同時に，実験の遂行

能力・データを解析・考察できる。 
(4) 特別研究を自主的，積極的に推進することにより，技術者として必須の問題発見能力と課題解決能

力，すなわち創造的な成果を生み出すデザイン能力，研究能力を身につけるとともに， 研究結果を

学会などで発表し，他の研究者や技術者との交流を通じて，プレゼンテーションができ，コミュニケ

ーションができる。 
さらに，技術者倫理に関する特別講義の受講や工学倫理の科目での学習を通じて，広く技術者倫理

を理解できる。校外実習・学協会への参加や先端技術特別講義の科目での学習を通じて，地域社会と

の連携を図るとともに，地球的視点からものを見ることの大切さを理解できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



専攻科 カリキュラム・ポリシー 
 
専攻科の教育課程では，大きく分けると一般・専門共通科目と専門科目を修得します。 

 
(1)【一般・専門共通科目】では，実践英語・国際文化論・哲学・社会科学などの一般科目と，数学・物

理・生物・環境・実験法などの基礎科学と情報処理技術の各分野，さらに工学倫理や先端技術特別講義

の科目について学習します。 
(2)【専門科目】としては，講義科目として機械・制御システム工学専攻では，材料と構造，運動と振動，

エネルギーと流れ，情報と計測・制御，設計と生産・管理，機械とシステムなどの各分野を学習します。

電子・情報システム工学専攻では，電気・電子と情報・制御に関する各分野を学習します。 実験科目

については，両専攻とも「特別実験（４単位）」，および２年間にわたり実施する「特別研究Ⅰ，Ⅱ（各

８単位）」を通して，技術者としての基本的な能力を養成します。 
(3)「特別実験」は，各専攻における異なる出身系に関する実験も行うことにより，幅広い技術を実践的

に修得します。 
(4)「特別研究」は専攻科の中核をなす科目で，文献調査・解析・実験など自ら計画を立案し，指導教員

の助言を受けながら主体的に研究を進めます。研究の過程で，他の大学・企業などとの交流を図ること

も含めて，研究のプロセスを身につけるとともに，社会に評価される結果を出すよう心掛けることが重

要です。この特別研究の一環として，特別講義の受講を通して技術者倫理について学習すること，夏季

休業期間などを利用して校外実習を行うことと，専攻科課程の適当な時期に，研究結果を関連する学協

会などで外部発表することも義務付けられています。 
また，実社会の技術と遊離しないように，知識を深め，さらにコミュニケーション能力の向上や技術

者倫理の理解を深めることを目的に設けられた選択科目である「長期インターンシップ（２単位）」を

校外実習の代わりに選択することもできます。 
 
（学修成果の評価方法の方針） 
講義，演習，実験の学修成果は，定期試験，課題，発表・レポート等の成果物で評価されます。 
授業科目表にある各科目の認定は，科目を履修し，シラバスに記載された成績評価方法を適用して行

われた評価が 60 点以上の者になされます。なお，科目ごとの詳細な授業内容・方法，授業計画，到達

目標，成績評価方法等は，Web シラバスに掲載・公開されています。 
 



1
年

2
年

実践英語Ⅰ 2 2
実践英語Ⅱ 2 2

国際文化論 2 2
社会科学概論 2 2
現代哲学 2 2

10 4 6

線形代数学 2 2
工業数理 2 2

科学探究 2 2
情報科学 2 2
環境科学特論 2 2
実験法の科学 2 2

工学倫理 2 2
情報処理基礎演習Ⅰ 1 1 演習

情報処理応用演習Ⅰ 1 1 いずれかを選択

情報処理基礎演習Ⅱ 1 1 演習

情報処理応用演習Ⅱ 1 1 いずれかを選択

先端技術特別講義 1
システム制御工学 2 2

生産管理工学 2 2
長期インターンシップ 2

地域連携演習 1 演習

生命工学 2 2
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習 1 演習

29

39

講義：1単位時間，15回＝1単位

演習：2単位時間，15回＝1単位
実験：3単位時間，15回＝1単位　を標準とする。
(1) 一般科目修得単位には，「実践英語Ⅰ」または「実践英語Ⅱ」から２単位(電

子・情報システム工学専攻においては，専門科目「技術英語講読」で置き換
えることができる)，および「国際文化論」または「社会科学概論」か

ら２単位を含むこと。
(2) 一般科目修得単位に「現代哲学」２単位，または専門共通科目修得単位に「工

学倫理」２単位を含むこと。

(3) 機械・制御システム工学専攻においては，専門共通科目修得単位に「情報処
理基礎Ⅰ」，「情報処理応用Ⅰ」，「情報処理基礎Ⅱ」，または「情報処理応用
Ⅱ」から１単位を含むこと。

22単位以上修得
（注１）

1
目

（注２）

2
1

1
専門共通科目開設単位数計 29

専門共通科目修得単位数計 16単位以上修得
専攻科共通科目開設単位数計 39

専攻科共通科目修得単位数計

門 択

共 科

通 目

科

6単位以上修得

専 選

選
択
科
目

一
般

目

一般科目開設単位数計
一般科目修得単位数計

専攻科共通学年別授業科目表

令和3年度以降入学者用

区分
必修
選択
の別

授　業　科　目
開設
単位
数

学年配当
備　考



1
年

2
年

機械・制御システム特別実験 4 4 実験

機械・制御システム特別研究Ⅰ 8 8 実験

機械・制御システム特別研究Ⅱ 8 8 実験

20 12 8

エネルギーシステム工学 2 2

流体力学 2 2

機能性材料学 2 2

材料強度学 2 2

応用設計工学 2 2

応用創造工学 2 2

振動工学 2 2

電気エネルギー工学 2 2

制御機器特論 2 2

応用制御工学 2 2

計算力学 2 2

技術英語講読 2 2

工学総論Ⅰ 2 2

工学総論Ⅱ 2 2

28 14 14

48 26 22

講義：1単位時間，15回＝1単位

演習：2単位時間，15回＝1単位

実験：3単位時間，15回＝1単位　を標準とする。

（注）

選択科目開設単位数計

選択科目修得単位数計 20単位以上修得

専門科目開設単位数計

専門科目修得単位数計 40単位以上修得

門 択

科 科

目 目

専 選

機械・制御システム工学専攻学年別授業科目表

区分
必修
選択
の別

授　業　科　目
開設
単位
数

学年配当
備　考

必修
科目

必修科目開設単位数計



1
年

2
年

電子・情報システム特別実験 4 4 実験

電子・情報システム特別研究Ⅰ 8 8 実験

電子・情報システム特別研究Ⅱ 8 8 実験

20 12 8

電磁気学特論 2 2

回路網解析 2 2

電子デバイス工学 2 2

電気電子機器 2 2

電力制御工学 2 2

コンピュータシステム工学 2 2

情報システム特論 2 2

情報システム演習Ⅰ 1 1 演習

情報システム演習Ⅱ 1 1 演習

数値解析特論 2 2

画像処理 2 2

ディジタル信号処理特論 2 2

技術英語講読 2 2

24 10 14

44 22 22

工学総論Ⅰ 2 2

工学総論Ⅱ 2 2

講義：1単位時間，15回＝1単位

演習：2単位時間，15回＝1単位

実験：3単位時間，15回＝1単位　を標準とする。

40単位以上修得

専門基礎
科目

選択科
目

（注）

選択科目開設単位数計

選択科目修得単位数計

専門科目修得単位数計

20単位以上修得

専門科目開設単位数計

目 目

門 択

科 科

専 選

電子・情報システム工学専攻学年別授業科目表

区分
必修
選択
の別

授　業　科　目
開設
単位
数

学年配当
備　考

必修
科目

必修科目開設単位数計



 

 

 

 

 

 

 

 教 育 課 程 系 統 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般科目（理学系基礎科目及び全系基盤共通科目を除く）・推進プログラム 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

学年

人文系基礎科目
（国語）
①⑤⑦

人文系基礎科目
（人文・社会）
①⑤⑦

留学生対象
人文系基礎科目
語学系基礎科目
（日本語）
⑤⑦

芸術
保健・体育

①

２

本 科 専 攻 科

必 修 科 目

１ ３ ４ ５ １ ２

国際コミュニ
ケーション
①⑤⑦

必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献

語学系基礎科目
（英語）
①⑤⑦

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ

国 語 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

音 楽

保 健 ・ 体 育 Ⅰ

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

国 語 Ⅱ 国 語 Ⅲ 国 語 Ⅳ

世 界 史

倫 理

日 本 史

政 治 経 済

技 術 者 倫 理

英 語 Ⅰ 英 語 Ⅱ 英 語 Ⅲ 英 語 Ⅳ 英 語 Ⅴ

英 語 表 現 Ⅰ 英 語 表 現 Ⅱ

日 本 語 Ⅰ 日 本 語 Ⅱ 日 本 語 Ⅲ

日本語会話と聴解Ⅰ 日本語会話と聴解Ⅱ

日 本 語 作 文

日 本 事 情

保 健 ・ 体 育 Ⅱ 保 健 ・ 体 育 Ⅲ 体 育

【医療福祉推進プログラム】
医 療 福 祉 工 学 ／ 人 間 工 学
福祉心理学／福祉機器設計
生体情報処理／生体計測工学
生活支援工学／ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ

【地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】
地 域 文 化 論 ― 津 山 学
地 域 マ ネ ジ メ ン ト 論
地 域 活 性 化 ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ
P B L 型 産 学 連 携 実 習
地 域 連 携 起 業 家 入 門
先進科学フィールドスタディ
地 域 創 生 工 学 研 究
地域密着長期 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾝ ｼ ｯ ﾌ ﾟ

国 際 文 化 論

現 代 哲 学

社 会 科 学 概 論

実 践 英 語 Ⅰ 実 践 英 語 Ⅱ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 学 Ⅰ ・ Ⅱ
国 際 英 語 論 Ⅰ ・ Ⅱ
異 文 化 社 会 論 Ⅰ ・ Ⅱ
日 本 文 化 論
日 本 社 会 論



学年
２

本 科 専 攻 科

１ ３ ４ ５ １ ２

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ 他 系 提 供 融 合 科 目
（機械・電気電子・情報）

地 域 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門 チャレンジゼミナール基礎

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

線形代数学 (専 ( 1 ) )

環境科学特論(専(1))

工学倫理 ( 専 ( 5 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

生産管理工学 (専(1))

技術英語講読(専(6))

工 学 総 論 Ⅰ ・ Ⅱ

科学探究(専(1))

生命工学 ( 専 ( 1 ) )

機械・制御システム
特 別 実 験 ( 専 ( 3 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

実験・実習他
（専門科目）

③⑥

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

機能性材料学(専(2))

材料強度学(専(2))

計 算 力 学 ( 専 ( 2 ) )
応用創造工学(専(2))

応用設計工学(専(2)) ⅡⅠ

材料・設計
と生産

（専門科目）
③

制御機器特論 (専 ( 2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

応用制御工学 (専 ( 2 ) )

情 報 科 学 ( 専 ( 2 ) )

電気エネルギー工学(専(2))

システム制御工学(専(2))

振動工学 (専 ( 2 ) )

流体力学 (専 ( 2 ) )
エネルギー・
計測と制御
（専門科目）

③

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))
先端技術特別講義 ( 専 ( 6 ) )

エネルギーシステム工学(専(2))

長期インターンシップ(専(6))

地域連携演習 (専 ( 6 ) )

国際コミュニケーション演習(専(6))

学年

実験法の科学(専(1))

先進科学系（数学・物理科学プログラム）－機械・制御システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

数学・物理
（専門科目）

③

工学系共通
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

物 理 Ⅰ

生 物 Ⅰ

物 理 学 演 習

統 合 数 学 演 習

一 般 物 理 学

教 養 数 学

一 般 化 学

数 理 科 学

電 磁 気 学

剛 体 の 力 学
複 素 解 析

光 ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ

代 数 学

量 子 科 学

解 析 学

幾 何 学

現 代 物 理 学

解 析 力 学

集 合 と 位 相

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

総 合 理 工 演 習

電 気 電 子 回 路総 合 理 工 基 礎

理 科 実 験総 合 理 工 実 験 実 習

情報リテラシー

一 般 生 物 学

C A D 入 門

分 子 生 物 学 発 生 生 物 学

物 理 学 実 験

化 学 実 験

生 物 学 実 験

現 代 数 学

化学・生物
（専門科目）

③

基 礎 数 学

基 礎 数 学 演 習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基 礎 線 形 代 数

物 理 Ⅱ

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

化 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応 用 化 学

応 用 生 物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

熱 力 学 概 論

有 機 化 学 Ⅰ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

Ⅰ Ⅱ

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献



学年
２

本 科 専 攻 科

１ ３ ４ ５ １ ２

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ 他 系 提 供 融 合 科 目
（機械・電気電子・情報）

地 域 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門 チャレンジゼミナール基礎

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

線形代数学 (専 ( 1 ) )

環境科学特論(専(1))

工学倫理 ( 専 ( 5 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

生産管理工学 (専(1))

技術英語講読(専(6))

工 学 総 論 Ⅰ ・ Ⅱ

科学探究(専(1))

生命工学 ( 専 ( 1 ) )

機械・制御システム
特 別 実 験 ( 専 ( 3 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

実験・実習他
（専門科目）

③⑥

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

機能性材料学(専(2))

材料強度学(専(2))

計 算 力 学 ( 専 ( 2 ) )
応用創造工学(専(2))

応用設計工学(専(2)) ⅡⅠ

材料・設計
と生産

（専門科目）
③

制御機器特論 (専 ( 2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

応用制御工学 (専 ( 2 ) )

情 報 科 学 ( 専 ( 2 ) )

電気エネルギー工学(専(2))

システム制御工学(専(2))

振動工学 (専 ( 2 ) )

流体力学 (専 ( 2 ) )

エネルギー・
計測と制御
（専門科目）

③

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))
先端技術特別講義 ( 専 ( 6 ) )

エネルギーシステム工学(専(2))

長期インターンシップ(専(6))

地域連携演習 (専 ( 6 ) )

国際コミュニケーション演習(専(6))

学年

実験法の科学(専(1))

物 理 Ⅰ

生 物 Ⅰ

物 理 学 演 習

統 合 数 学 演 習

一 般 物 理 学

教 養 数 学

一 般 化 学

数 理 科 学

電 磁 気 学

剛 体 の 力 学

複 素 解 析

光 ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ

物 理 化 学

量 子 科 学

生 命 情 報 学

有 機 化 学 Ⅱ

細 胞 生 物 学

生 化 学

無 機 化 学

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

総 合 理 工 演 習

電 気 電 子 回 路総 合 理 工 基 礎

理 科 実 験総 合 理 工 実 験 実 習

情報リテラシー

一 般 生 物 学

C A D 入 門

分 子 生 物 学
発 生 生 物 学

物 理 学 実 験

化 学 実 験

生 物 学 実 験

現 代 数 学

基 礎 数 学

基 礎 数 学 演 習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基 礎 線 形 代 数

物 理 Ⅱ

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

化 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応 用 化 学

応 用 生 物

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電 磁 気 学 概 論

計 算 科 学

熱 力 学 概 論

有 機 化 学 Ⅰ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

数学・物理
（専門科目）

③

工学系共通
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

化学・生物
（専門科目）

③

先進科学系（物質・生命科学プログラム）―機械・制御システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献

Ⅰ Ⅱ



機械システム系（機械設計プログラム）－機械・制御システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

学年

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

エネルギー・
計測と制御
（専門科目）

③

材料・設計と
生産

（専門科目）
③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

１ ３ ４ ５ １ ２

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

機 械 設 計 法 Ⅰ

生 物 Ⅰ

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電磁気学概論

計 算 科 学

機 構 学

メ カ ト ロ ニ ク ス Ⅰ

材 料 力 学 Ⅰ

制 御 工 学

熱 力 学

流 体 工 学

材 料 力 学 Ⅱ

機 械 設 計 法 Ⅱ

伝 熱 工 学

機 械 力 学

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応 用 化 学

応 用 生 物

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

機械設計製図 Ⅰ

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

機械設計製図 Ⅱ

機 械 工 作 法

C A D 入 門

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ 他 系 提 供 融 合 科 目
（先進科学・電気電子・情報）

地 域 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

総 合 理 工 演 習

材 料 学

線形代数学 (専 ( 1 ) )

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 ( 専 ( 5 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

生産管理工学 (専(1))

機能性材料学(専(2))

エネルギーシステム工学(専(2))

材料強度学(専(2))

制御機器特論 (専 ( 2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

計 算 力 学 ( 専 ( 2 ) )

応用制御工学 (専 ( 2 ) )

技術英語講読(専(6))

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

先端技術特別講義 ( 専 ( 6 ) )

工 学 総 論 Ⅰ ・ Ⅱ

情 報 科 学 ( 専 ( 2 ) )

長期インターンシップ(専(6))

地域連携演習 (専 ( 6 ) )

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

科学探究(専(1))

国際コミュニケーション演習(専(6))

生命工学 ( 専 ( 1 ) )

電気エネルギー工学(専(2))

応用創造工学(専(2))

応用設計工学(専(2))

システム制御工学(専(2))

振動工学 (専 ( 2 ) )

流体力学 (専 ( 2 ) )

機械・制御システム
特 別 実 験 ( 専 ( 3 ) )

ⅡⅠ

エネルギー変換工学

計 測 工 学

材 料 加 工 学

生 産 工 学機械システム設計概論

機械設計創造演習 応 用 機 械 設 計

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献



機械システム系（ロボティクスプログラム）－機械・制御システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

学年

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

エネルギー・
計測と制御
（専門科目）

③

材料・設計と
生産

（専門科目）
③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

１ ３ ４ ５ １ ２

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

機 械 設 計 法 Ⅰ

生 物 Ⅰ

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電磁気学概論

計 算 科 学

機 構 学

メ カ ト ロ ニ ク ス Ⅰ

材 料 力 学 Ⅰ

制 御 工 学

熱 力 学

流 体 工 学

材 料 力 学 Ⅱ

機 械 設 計 法 Ⅱ

伝 熱 工 学

機 械 力 学

ロ ボ ッ ト 制 御

ロボットプログラミング

メカトロニクスⅡ

ロボット創造演習

セ ン サ 工 学

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応 用 化 学

応 用 生 物

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

機械設計製図 Ⅰ

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

機 械 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

機械設計製図 Ⅱ

機 械 工 作 法

C A D 入 門

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ 他 系 提 供 融 合 科 目
（先進科学・電気電子・情報）

地 域 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

ロボティクスデザイン

総 合 理 工 演 習

材 料 学

線形代数学 (専 ( 1 ) )

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 ( 専 ( 5 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

生産管理工学 (専(1))

機能性材料学(専(2))

エネルギーシステム工学(専(2))

材料強度学(専(2))

制御機器特論 (専 ( 2 ) )

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

計 算 力 学 ( 専 ( 2 ) )

応用制御工学 (専 ( 2 ) )

技術英語講読(専(6))

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

先端技術特別講義 ( 専 ( 6 ) )

工 学 総 論 Ⅰ ・ Ⅱ

情 報 科 学 ( 専 ( 2 ) )

長期インターンシップ(専(6))

地域連携演習 (専 ( 6 ) )

機

械

・

制

御

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

科学探究(専(1))

国際コミュニケーション演習(専(6))

生命工学 ( 専 ( 1 ) )

電気エネルギー工学(専(2))

応用創造工学(専(2))

応用設計工学(専(2))

システム制御工学(専(2))

振動工学 (専 ( 2 ) )

流体力学 (専 ( 2 ) )

ロボット工学概論

機械・制御システム
特 別 実 験 ( 専 ( 3 ) )

ⅡⅠ

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献



電気電子システム系（エレクトロニクスプログラム）－電子・情報システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

学年

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

線形代数学(専(1))

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 ( 専 ( 5 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

シ ス テ ム
制御工学 (専 ( 2 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

電気・電子
（専門科目）

③

情報・制御
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

電磁気学特論(専(2))

電気電子機器 (専 ( 2 ) )

回路網解析(専(2))

電子デバイス工学(専(2))

電力制御工学(専(2))

コ ン ピ ュ ー タ
システム工学(専(2))

情報システム特論
(専(2))

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

数値解析特論(専(2))

技術英語講読(専(6))

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

工学総論 Ⅰ・ Ⅱ

１ ３ ４ ５ １ ２

情報科学(専(2))

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

科学探究(専(1))

生命工学(専(1))

電 気 基 礎

生 物 Ⅰ

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電磁気学概論

計 算 科 学

電 子 回 路 Ⅰ

電 気 磁 気 学 Ⅰ

電 気 機 器 Ⅱ

電 気 回 路 Ⅰ

電気電子計測 Ⅱ

送 配 電 工 学

電 気 磁 気 学 Ⅱ

発 電 工 学

電 気 回 路 Ⅱ

電 気 法 規

ﾊﾟ ﾜ ｰ ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ

電 気 電 子 材 料

通 信 工 学

電子情報回路設計

ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ 応 用

通 信 工 学 特 論

電 子 情 報 回 路

電 子 工 学

電 子 回 路 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応 用 化 学

応 用 生 物

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

総 合 理 工 演 習

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

ディジタル信号
処理特論 ( 専 ( 2 ) )

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

電 気 機 器 Ⅰ

電気電子計測 Ⅰ

制 御 基 礎

C A D 入 門

電子・情報システム
特 別 実 験 ( 専 ( 3 ) )

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ 他 系 提 供 融 合 科 目
（先進科学・機械・情報）

地 域 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

画像処理 ( 専 ( 2 ) )

情報システム演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

ⅡⅠ

地域連携演習 (専 (6) )

長期インターンシップ(専(6))

国際コミュニケーション演習(専(6))

先端技術特別講義 ( 専 ( 6 ) )

生産管理工学 (専(1))

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献



電気電子システム系（環境エネルギープログラム）－電子・情報システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

学年

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

線形代数学(専(1))

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 ( 専 ( 5 ) )

シ ス テ ム
制御工学 (専 ( 2 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

電気・電子
（専門科目）

③

情報・制御
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

電磁気学特論(専(2))

電気電子機器 (専 ( 2 ) )

回路網解析(専(2))

電子デバイス工学(専(2))

電力制御工学(専(2))

コ ン ピ ュ ー タ
システム工学(専(2))

情報システム特論
(専(2))

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

数値解析特論(専(2))

技術英語講読(専(6))

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

先端技術特別講義 ( 専 ( 6 ) )

工学総論 Ⅰ・ Ⅱ

１ ３ ４ ５ １ ２

情報科学(専(2))

長期インターンシップ(専(6))

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

地域連携演習 (専 (6) )

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

科学探究(専(1))

国際コミュニケーション演習(専(6))

生命工学(専(1))

Ⅰ Ⅱ

電 気 基 礎

生 物 Ⅰ

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電磁気学概論

計 算 科 学

電 子 回 路 Ⅰ

電 気 磁 気 学 Ⅰ

電 気 機 器 Ⅱ

電 気 回 路 Ⅰ

電気電子計測 Ⅱ

送 配 電 工 学

電 気 磁 気 学 Ⅱ

発 電 工 学

電 気 回 路 Ⅱ

電 気 法 規

ﾊﾟ ﾜ ｰ ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ

電 気 電 子 材 料

環 境 ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 工 学

制 御 工 学 特 論

制 御 工 学

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 演習

電気電子応用と環境

高 電 圧 工 学

電気電子機器設計

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応 用 化 学

応 用 生 物

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

総 合 理 工 演 習

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

ディジタル信号
処理特論 ( 専 ( 2 ) )

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

電 気 電 子 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

電 気 機 器 Ⅰ

電気電子計測 Ⅰ

制 御 基 礎

C A D 入 門

電子・情報システム
特 別 実 験 ( 専 ( 3 ) )

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ 他 系 提 供 融 合 科 目
（先進科学・機械・情報）

地 域 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

情報システム演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

画像処理 ( 専 ( 2 ) )

生産管理工学 (専(1))

工業数理 (専 ( 1 ) )

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献



情報システム系（ネットワークプログラム）－電子・情報システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

学年

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

線形代数学(専(1))

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 ( 専 ( 5 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

シ ス テ ム
制御工学 (専 ( 2 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

電気・電子・
制御

（専門科目）
③

情報システム・
プログラミング・
ネットワーク
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

電気電子機器 (専 ( 2 ) )

回路網解析(専(2))

電子デバイス工学(専(2))

電力制御工学(専(2))

コ ン ピ ュ ー タ
システム工学(専(2))

情報システム特論
(専(2))

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

数値解析特論(専(2))

技術英語講読(専(6))

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

先端技術特別講義 ( 専 ( 6 ) )

工学総論 Ⅰ・ Ⅱ

１ ３ ４ ５ １ ２

情報科学(専(2))

長期インターンシップ(専(6))

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

地域連携演習 (専 (6) )

科学探究(専(1))

国際コミュニケーション演習(専(6))

生命工学(専(1))

Ⅰ

ディジタル基礎

生 物 Ⅰ

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電磁気学概論

計 算 科 学

コンピュータ概論

ディジタル応用

情 報 デ ザ イ ン

情報システム開発

情 報 シ ス テ ム

回 路 シ ス テ ム

制 御 工 学

情 報 数 理

電 気 磁 気 学

システムプログラミング

e ビ ジ ネ ス

情報システム分析

通 信 プ ロ ト コ ル

情 報 理 論

ディジタル信号処理

情 報 通 信 工 学

情報ネットワーク応用

ネ ッ ト ワ ー ク
セ キ ュ リ テ ィ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応 用 化 学

応 用 生 物

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

情報ネットワーク基礎

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

ディジタル信号
処理特論 ( 専 ( 2 ) )

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

総 合 理 工 演 習

プログラミング基礎

C A D 入 門

電子・情報システム
特 別 実 験 ( 専 ( 3 ) )

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ 他 系 提 供 融 合 科 目
（先進科学・機械・電気電子）

地 域 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

電磁気学特論(専(2))

電 子 回 路

ア ル ゴ リ ズ ム と
デ ー タ 構 造

生産管理工学 (専(1))

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

画像処理 ( 専 ( 2 ) )

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

情報システム演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

Ⅱ

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献



情報システム系（ I C Tプログラム）－電子・情報システム工学専攻 教育課程系統図 （本科：平成２８年度以降入学者用）

学年

基礎微分方程式

微 分 積 分 Ⅱ

線形代数学(専(1))

環境科学特論(専(1))

実験法の科学(専(1))

工学倫理 ( 専 ( 5 ) )

工業数理 (専 ( 1 ) )

シ ス テ ム
制御工学 (専 ( 2 ) )

自然科学系
共通・基礎
（一般科目）

②

電気・電子・
制御

（専門科目）
③

情報システム・
プログラミング・
ネットワーク
（専門科目）

③

実験・実習他
（専門科目）
③⑥

電気電子機器 (専 ( 2 ) )

回路網解析(専(2))

電子デバイス工学(専(2))

電力制御工学(専(2))

コ ン ピ ュ ー タ
システム工学(専(2))

情報システム特論
(専(2))

情報処理基礎演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

情報処理応用演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

数値解析特論(専(2))

技術英語講読(専(6))

２

本 科 専 攻 科

基 礎 数 学

基礎数学演習

化 学 Ⅰ

微 分 積 分 Ⅰ

基礎線形代数

物 理 Ⅱ

化 学 Ⅱ

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

先端技術特別講義 ( 専 ( 6 ) )

工学総論 Ⅰ・ Ⅱ

１ ３ ４ ５ １ ２

情報科学(専(2))

長期インターンシップ(専(6))

物 理 Ⅰ

融合科目・
その他
④⑤⑥⑦

地域連携演習 (専 (6) )

電

子

・

情

報

シ

ス

テ

ム

特

別

研

究

(

専(

4))

科学探究(専(1))

国際コミュニケーション演習(専(6))

生命工学(専(1))

Ⅰ Ⅱ

ディジタル基礎

生 物 Ⅰ

力 学 Ⅱ

力 学 Ⅰ

力 学 Ⅲ

電磁気学概論

計 算 科 学

コンピュータ概論

ディジタル応用

情 報 デ ザ イ ン

情報システム開発

情 報 シ ス テ ム

回 路 シ ス テ ム

制 御 工 学

情 報 数 理

電 気 磁 気 学

システムプログラミング

e ビ ジ ネ ス

デ ー タ ベ ー ス

情報システム設計

数 理 工 学

制御プログラミング

プログラミング応用

I C T シ ス テ ム

情 報 セ キ ュ リ テ ィ

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

応 用 化 学

応 用 生 物

物 性 物 理

環 境 科 学

ディジタル工学

情報ネットワーク基礎

電 気 電 子 回 路

総 合 理 工 基 礎

熱 力 学 概 論

ディジタル信号
処理特論 ( 専 ( 2 ) )

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅰ

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験 実 習 Ⅱ

情 報 シ ス テ ム
工 学 実 験

総合理工実験実習

情報リテラシー

総 合 理 工 演 習

プログラミング基礎

C A D 入 門

電子・情報システム
特 別 実 験 ( 専 ( 3 ) )

キャリアマネジメント

全 系 横 断 演 習 Ⅱ 他 系 提 供 融 合 科 目
（先進科学・機械・電気電子）

地 域 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ
又 は 医 療 福 祉

自系以外の 3系推奨科目

全 系 横 断 演 習 Ⅰ総 合 理 工 入 門

電磁気学特論(専(2))

電 子 回 路

ア ル ゴ リ ズ ム と
デ ー タ 構 造

生産管理工学 (専(1))

必 修 科 目 必 履 修 科 目
理 学 系 基 礎 科 目
（全学共通科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 一 般 科 目 】

全系基盤共通科目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

系 必 履 修 科 目
（基盤専門系科目）
【 専 門 科 目 】

選択プログラム科目

【 専 門 科 目 】

融 合 科 目

【 専 門 科 目 】

履 修 選 択 科 目 選 択 科 目
左 記 以 外

卒

業

研

究

（
③
⑥
⑦
）

情報システム演習
Ⅰ ・ Ⅱ ( 専 ( 2 ) )

画像処理 ( 専 ( 2 ) )

学 外 実 習 Ａ ・ Ｂ

シ ナ ジ ー ・ ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ

国 際 交 流 ・ 地 域 貢 献



 

 

 

 

 

 

 

 授 業 科 目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


